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全国のトップレーサーが美麻の山間コースを疾走
　「2014大町美麻サイクルロードレース大会」が７月13日に美
麻であり、大学生など約200人の選手が熱い戦いを展開しまし
た。８回目のことしは、８月に行われるインカレに向けた「全
日本学生ロードレース・カップ・シリーズ」15戦中の第４戦と
して開催。１周12.6㎞、高低差121ｍのコースは、完走率約
10％という厳しさ。クラス別の２部門で競われたレースには、
2013全日本選手権ロードレース優勝の與

よ

那
な

嶺
み ね

恵
え

理
り

さんなど女
性選手も参加し、日本初の男女混合レースとなりました。
　実行委員会会長の合津富吉さんは「起伏に富んで過酷だが、
緑豊かで選手には人気のコース。大会を通して美麻をＰＲす
るには大変良い機会」と話し、地元住民約90人も交通整理な
どのボランティアとして大会を支えました。

主な内容
❷　牛越市政３期目スタート
❹　8/4から　衣類の分別回収を開始
❻　軽自動車税と法人市民税の税率を変更
❼　9/1から　市税に関する証明書の申請時に本人

確認を開始
❽　平成26年度きらり輝く協働のまちづくり事業　

採択団体の紹介
�　登山家・平林克敏さん　信濃大町観光大使に！
�　八坂夏まつり
�　喜多郎シンフォニック・ワールド・ツアーin信濃大町
�　生涯学習
�　情報ステーション
�　くらしの案内板
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３期目当選した牛越市長が初登庁（７月 14 日）

牛
越
市
政
3
期
目
ス
タ
ー
ト

　

こ
の
た
び
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
負
託
を
い
た
だ
き
、
引
き
続
き
三
期
目
の
市

政
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
二
期
八
年
間
に
わ
た
り
、
県
下
十
九
市
最
悪
の
財
政
状
況
か
ら
の
脱

却
と
、
協
働
の
力
に
よ
る
地
域
の
再
生
に
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
着
実
に
成
果
に
結
び
付
き
つ
つ
あ
り
、
さ
ら
に
力
強
く
前

進
す
る
た
め
、
私
自
身
が
先
頭
に
立
ち
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

市
に
は
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
が
、「
協
働

の
力
で　

未
来
に
つ
な
が
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
合
言
葉
に
、
私
た
ち
の
ふ
る
さ

と
大
町
市
を
、
こ
れ
か
ら
も
心
豊
か
に
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
「
き

ら
り
輝
く
お
お
ま
ち
」
と
な
る
よ
う
、
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
　
　 

　
大
町
市
長

協
働
の
力
で

　
未
来
に
つ
な
が
る

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
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定
住
の
促
進

◆
人
口
減
少
を
食
い
止
め
、
市
民

が
心
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と

大
町
を
実
現
し
ま
す
。

◆
マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
助
成
、
子
育

て
応
援
商
品
券
、
新
婚
応
援
商
品

券
、
市
外
通
勤
助
成
な
ど
の
定
住

奨
励
策
を
拡
充
し
、
市
内
へ
の
定

住
を
促
進
し
ま
す
。

◆
市
の
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
生
か

し
て
Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励

策
を
強
化
し
、
移
住
人
口
を
増
加

さ
せ
ま
す
。

◆
未
来
を
託
す
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
応
援
す
る
た
め
、

保
育
環
境
の
整
備
や
子
ど
も
医
療

費
無
料
化
な
ど
、
子
育
て
支
援
策

を
拡
充
し
、「
出
産
・
子
育
て
日

本
一
」を
目
指
し
ま
す
。

住
み
よ
い
大
町 

住
み
た
い
大
町
　
五
つ
の
重
点
施
策

働
く
場
の
確
保
と

産
業
振
興

◆
地
域
資
源
を
生
か
し
た
産
業
の

立
地
を
進
め
、
新
た
な
企
業
を
誘

致
す
る
と
と
も
に
、
若
い
皆
さ
ん

の
働
く
場
を
確
保
し
ま
す
。

◆
商
工
業
や
農
林
水
産
業
の
活
性

化
と
６
次
産
業
化
を
進
め
ま
す
。

◆
地
域
の
観
光
資
源
を
生
か
し
た

滞
在
型
の
観
光
地
を
目
指
し
、
観

光
素
材
の
掘
り
起
こ
し
と
磨
き
上

げ
を
進
め
ま
す
。

◆
北
ア
ル
プ
ス
農
畜
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
推
進
し
ま
す
。

◆
新
た
な
起
業
、
創
業
へ
の
支
援

を
強
化
し
ま
す
。

安
心
し
て
安
全
に

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち

◆
市
民
の
命
を
守
る
防
災
対
策
を

い
っ
そ
う
進
め
ま
す
。

◆
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る
皆
さ

ん
が
、
地
域
社
会
の
一
員
と
し
て

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
よ
う
、
福
祉
、

介
護
、
医
療
の
充
実
に
取
り
組
み

ま
す
。

◆
脳
卒
中
な
ど
の
成
人
病
や
生
活

習
慣
病
対
策
等
に
よ
り
、市
民
の
健

康
づ
く
り
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

◆
地
域
医
療
の
拠
点
、
大
町
総
合

病
院
の
経
営
健
全
化
に
向
け
た
支

援
を
強
化
し
ま
す
。

市
民
生
活
と

産
業
の
基
盤
整
備

◆
地
域
産
業
や
市
民
生
活
の
基
盤

と
な
る「
松
本
糸
魚
川
連
絡
道
路
」

の
一
日
も
早
い
着
工
を
促
進
し
ま
す
。

◆
広
域
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の

建
設
を
推
進
し
ま
す
。

◆
地
域
の
景
観
の
維
持
向
上
を
図

る
と
と
も
に
、
危
険
な
廃
屋
対
策

を
進
め
ま
す
。

◆
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
生
か
し
、

先
端
的
な
環
境
都
市
の
創
造
を
目

指
し
ま
す
。

市
民
の
文
化
・
芸
術
と

ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

◆
山
岳
文
化
を
振
興
す
る
と
と
も

に
、
ラ
イ
チ
ョ
ウ
飼
育
の
再
開
な

ど
山
岳
博
物
館
の
整
備
拡
充
を
進

め
ま
す
。

◆
市
民
の
文
化
・
芸
術
と
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
よ
り
、
地
域
の
元
気

を
再
生
し
ま
す
。

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
・
人
権
尊
重

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
と
と
も
に
、

生
涯
学
習
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

◆
市
民
参
加
と
協
働
の
力
で
に
ぎ

わ
い
が
あ
る
商
店
街
を
再
生
し
ま

す
。

◆
集
落
や
担
い
手
の
力
で
農
業
と

農
村
を
守
り
ま
す
。
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分
別
方
法

　
分
別
の
種
類
に
は
「
衣
類
で
出

せ
る
物
」「
衣
類
以
外
で
出
せ
る

物
」「
出
せ
な
い
物
」が
あ
り
ま
す
。

主
な
物
を
５
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま

し
た
の
で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

出
し
方

　
洗
濯
し
、
よ
く
乾
か
し
て
か
ら

出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
回
収
場
所
　
環
境
プ
ラ
ン
ト
に

直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
日
時
　
月
～
金
曜
日
は
、
午
前

９
時
～
午
後
４
時
。
土
・
第
４
日

曜
日
は
、
午
前
９
時
～
11
時
。

衣
類
な
ど
の
行
方

　
皆
さ
ん
が
出
し
た
衣
類
な
ど
は
、

分
別
さ
れ
古
着
と
し
て
ア
ジ
ア
や

ア
フ
リ
カ
の
発
展
途
上
国
で
リ
サ

イ
ク
ル
さ
れ
る
ほ
か
、
工
場
な
ど

で
使
わ
れ
る
ウ
エ
ス
と
し
て
再
利

用
さ
れ
ま
す
。

家
庭
ご
み
の
資
源
化
を
推
進

―
分
別
回
収
に
よ
る
効
果
―

　
市
が
現
在
回
収
し
て
い
る
リ

サ
イ
ク
ル
品
は
９
種
類
14
品
目

で
、
平
成
20
年
以
降
は
、
毎
年
約

１
７
５
０
ト
ン
前
後
で
推
移
し
て

い
ま
す
。
分
別
回
収
を
開
始
し
た

平
成
12
年
に
比
べ
焼
却
す
る
ご
み

の
量
は
、
８
７
０
ト
ン
、
約
10
％

減
少
し
ま
し
た
。

　
ご
み
１
ト
ン
を
処
理
す
る
た

め
に
か
か
る
費
用
を
約
３
万
円
と

し
て
計
算
す
る
と
、
分
別
回
収

に
よ
り
削
減
さ
れ
た
経
費
は
約

２
６
０
０
万
円
に
な
り
、
リ
サ
イ

ク
ル
品
を
資
源
と
し
て
売
却
し
た

売
上
約
５
０
０
万
円
を
合
わ
せ
る

と
、
３
０
０
０
万
円
以
上
の
経
費
の

削
減
が
図
ら
れ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
の
取

り
組
み
が
、
大
き
な
節
約
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

―
◇
―
◇
―
◇
―

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
が
源
汲

地
区
に
建
設
を
進
め
て
い
る
一
般

廃
棄
物
処
理
施
設
は
、
平
成
29
年

度
中
の
稼
働
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

運
営
経
費
は
、
前
年
度
に
持
ち
込

ま
れ
た
可
燃
ご
み
の
量
に
よ
っ
て
、

市
村
で
分
担
す
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。

　
今
後
も
可
燃
ご
み
の
量
を
減
ら

す
た
め
、
資
源
の
分
別
回
収
に
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

小
型
家
電
も
回
収

　
再
資
源
化
を
推
進
す
る
た
め
、

使
用
済
み
小
型
家
電
の
無
料
回

収
も
試
行
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
は
、
電
気
や
電
池
で
動

く
製
品
で
、
原
型
を
と
ど
め
た

物
で
す
。

■
対
象
品
　
ビ
デ
オ
デ
ッ
キ
、

ラ
ジ
オ
、
フ
ァ
ク
ス
、
プ
リ
ン

タ
ー
、
各
種
リ
モ
コ
ン
、
デ
ジ

タ
ル
カ
メ
ラ
、
ワ
ー
プ
ロ
、
炊

飯
器
、
石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
、

ガ
ス
テ
ー
ブ
ル
、
電
気
ポ
ッ
ト
、

ト
ー
ス
タ
ー
、
電
子
レ
ン
ジ
、

掃
除
機
、
扇
風
機
、
電
気
カ
ミ

ソ
リ
、
ゲ
ー
ム
機
、
そ
の
他
電

化
製
品
全
般

■
除
外
品
　
電
気
カ
ー
ペ
ッ
ト
、

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品（
エ

ア
コ
ン
、
テ
レ
ビ
、
冷
蔵
庫
、
冷

凍
庫
、
洗
濯
機
、
衣
類
乾
燥
機
）

■
回
収
場
所
　
環
境
プ
ラ
ン
ト

に
直
接
持
ち
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
は
行
い
ま

せ
ん
。

■
日
時
　
月
～
金
曜
日
は
、
午

前
９
時
～
午
後
４
時
。
土
・
第

４
日
曜
日
は
、午
前
９
時
～
11
時
。

８
月
４
日
か
ら
環
境
プ
ラ
ン
ト
で

　
ご
家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
衣
類
な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
市
で
は
現
在
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
容
器
、
包
装
紙
な
ど
を
資
源
と
し
て
回
収
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
に
よ
る
省
資
源
・

循
環
型
社
会
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
８
月
か
ら
は
新
た
に
、
衣
類
な
ど
の
分
別
回
収
に
よ
る
資
源
化
へ
の
取
り
組
み
を
始
め
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
「
燃
え
る
ご
み
」
と
し
て
市
の
指
定
ご
み
袋
で
出
し
て
い
た
衣
類
や
タ
オ
ル
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
を
無
料
で
回
収
し
ま
す

の
で
、
分
別
回
収
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係
　
℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

衣
類
の
分
別
回
収
を
始
め
ま
す
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衣類（洗濯し、よく乾かしてから出してください） 衣類以外

T シャツ
ワイシャツ
ブラウス

セーター
フリース タオル類

靴
※革靴、スニーカーなどで、
左右がそろっている物

ポロシャツ
トレーナー

スーツ
ジャケット

ジーンズ
スラックス ぬいぐるみ 帽子

ジャンパー・コート
※革製の物を含む 靴下・手袋

ネクタイ
マフラー

カーテン
（レース含む） 毛布

子ども服 ベルト

ワンピース・スカート
着物・帯

トレーニングウエア
スキーウエア

かばん・バッグ
※スーツケース、学生かば
んは除く

シーツ・布団カバー
反物・布切れ

ご注意ください！

汚れが著しい物
著しく破れている物 布団類

座布団
クッション 裁断くず

じゅうたん
カーペット 枕 レインコート

スリッパ
サンダル

電気毛布 マットレス
長靴
安全靴 下着・濡れている物

○ 出せる物

× 出せない物
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国
が
行
っ
た
平
成
26
年
度
の
税
制
改
正
を
受
け
、
軽
自
動
車
税
は
27
年

度
か
ら
、
法
人
市
民
税
は
26
年
10
月
１
日
か
ら
税
率
を
変
更
し
ま
す
の
で
、

今
回
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
税
務
課
税
務
係
　
℡
市
内
線
４
４
４

軽
自
動
車
税

　
今
回
の
税
制
改
正
で
車
体
課
税

の
見
直
し
が
行
わ
れ
た
た
め
、
27

年
度
以
降
の
軽
自
動
車
税
の
税
額

を
変
更
し
ま
す
。

　
現
行
と
改
正
後
の
税
額
の
比
較

は
、
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

　
ま
た
、
軽
自
動
車
で
も
グ
リ
ー

ン
化
を
進
め
る
観
点
か
ら
、
最
初

の
新
規
登
録
か
ら
13
年
を
経
過
し

た
四
輪
車
な
ど
は
、
28
年
度
か
ら

重
課
税
の
対
象
で
す
。

　
車
種
別
に
、
改
正
後
の
税
額
の

適
用
開
始
年
度
や
適
用
条
件
に
違

い
が
あ
り
ま
す
の
で
、
不
明
な
点

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

原
動
機
付
自
転
車
、
二
輪
車
、

農
耕
用
作
業
車
、
そ
の
他
の

小
型
特
殊
自
動
車
な
ど
は

Ｑ
１
　
改
正
後
の
税
額
が
適
用
さ

れ
る
の
は
い
つ
か
ら
で
す
か
？

Ａ
１
　
車
両
の
登
録
年
月
日
に
よ

ら
ず
、
27
年
度
分
か
ら
で
す
。

四
輪
以
上
お
よ
び
三
輪
の

軽
自
動
車
は

Ｑ
１
　
四
輪
以
上
お
よ
び
三
輪
の

軽
自
動
車
全
て
が
引
き
上
げ
の
対

象
で
す
か
？

Ａ
１
　
27
年
４
月
１
日
以
降
に
登

録
す
る
新
車
の
み
に
改
正
後
の
税

額
を
適
用
し
ま
す
。
そ
れ
ま
で
に

新
規
登
録
し
た
車
両
は
、
現
行
の

税
額
の
ま
ま
据
え
置
き
で
す
。

Ｑ
２
　
そ
の
新
車
に
改
正
後
の
税

額
が
適
用
さ
れ
る
の
は
い
つ
か
ら

で
す
か
？

Ａ
２
　
28
年
度
分
か
ら
で
す
。
重

課
税
も
同
様
で
す
。

Ｑ
３
　
重
課
税
の
対
象
は
、
い
つ

の
時
点
で
13
年
を
超
過
し
て
い
る

車
両
で
す
か
？

Ａ
３
　
毎
年
４
月
１
日
時
点
で
す
。

例
え
ば
、
適
用
初
年
度
の
28
年
４

月
１
日
時
点
で
の
対
象
は
、
初
期

登
録
日（
最
初
の
新
規
検
査
日
）が

15
年
３
月
31
日
以
前
の
車
両
で
す
。

法
人
市
民
税

　
法
人
市
民
税
は
、
今
回
の
税
制

改
正
で
一
部
が
国
税
化
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
に
よ
り
、
法
人
市
民
税
法
人

税
割
の
税
率
を
次
の
と
お
り
変
更

し
ま
す
。
こ
の
改
正
は
、
26
年
10

月
１
日
以
降
に
開
始
す
る
事
業
年

度
か
ら
適
用
開
始
で
す
。

法
人
市
民
税
法
人
税
割
税
率

▽
現
行
　
　
14
・
７
％

▽
改
正
後
　
12
・
１
％

※
Ｑ
＆
Ａ
に
誤
り
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
　
訂
正
内
容
は
「
広
報
お
お
ま
ち
№
１
０
０
３
（
平
成
26
年
９
月
号
）」
に
掲
載
し
ま
す
。

軽
自
動
車
税
と
法
人
市
民
税
の
税
率
を
変
更
し
ま
す

税額比較早見表

車　　種 現行の税額
改正後の税額

標準税額 重課税額
軽自動車  四輪  乗用  自家用 7,200円 10,800円 12,900円

軽自動車  四輪  乗用  営業用 5,500円 6,900円 8,200円

軽自動車  四輪  貨物  自家用 4,000円 5,000円 6,000円

軽自動車  四輪  貨物  営業用 3,000円 3,800円 4,500円

軽三輪車 3,100円 3,900円 4,600円

原動機付自転車
　　　50cc以下のもの 1,000円 2,000円 ―

原動機付自転車
　　　50㏄を超え90cc以下のもの 1,200円 2,000円 ―

原動機付自転車
　　　90㏄を超え125㏄以下のもの 1,600円 2,400円 ―

ミニカー 2,500円 3,700円 ―
二輪の軽自動車
　　　125㏄を超え250㏄以下のもの 2,400円 3,600円 ―

二輪の小型自動車
　　　250㏄以上 4,000円 6,000円 ―

農耕用作業車 1,600円 2,400円 ―
小型特殊自動車（フォークリフトほか） 4,700円 5,900円 ―
雪上車 2,400円 3,600円 ―
ボートトレーラー 2,400円 3,600円 ―
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本人確認に提示できる物の例

官公署が発行した身分証明書など

１種類 ２種類 それぞれ１種類（合わせて２種類）

通常本人が
持っていると

認められる証明書類

顔写真付き

▽運転免許証

▽住民基本台帳カード

▽パスポート　など

顔写真付きの身分証明書は
１種類で本人確認できます。

顔写真付きの身分証明書を持参していない場合は、
年金手帳・健康保険証など２種類以上が必要です。

顔写真なし

▽年金手帳

▽国民健康保険などの
　被保険者証　など

▽納税通知書

▽公共料金の領収書　
　など

〇有効期限が定められている場合は、有効期限内の物に限ります。
〇本人（または同居の親族）以外の人は、納税義務者本人の押印のある委任状および

代理人本人であることが確認できる物をお持ちください。
〇納税義務者が法人の場合は、社印または代表者印が必要です。
〇郵送での申請は、原則として、市が交付する証明書の返送先が、納税義務者の送付

先と同じ住所の場合に限り取り扱います。
〇身分証明書などに記載された識別番号等を控えさせていただきますので、ご了承く

ださい。
〇本人確認実施に伴い、申請時に必要だった印鑑は不要となります。

　
本
人
に
な
り
す
ま
し
、
不
当
な

目
的
で
所
得（
課
税
）証
明
書
の
取

得
や
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧

な
ど
を
行
う
こ
と
を
防
止
す
る
た

め
、
市
で
は
９
月
１
日
か
ら
、
身

分
証
明
書
な
ど
の
提
示
に
よ
る
本

人
確
認
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

開
始
時
期

　
９
月
１
日
の
申
請
分
か
ら
行
い

ま
す
。
た
だ
し
、
11
月
28
日
ま
で

は
試
行
期
間
で
す
。
こ
の
間
は
周

知
期
間
と
し
て
身
分
証
明
書
な
ど

の
提
示
を
求
め
ま
す
が
、
厳
密
な

実
施
は
12
月
１
日
か
ら
で
す
。

確
認
方
法

　
申
請
時
に
窓
口
で
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。

本
人
確
認
が
必
要
と
な
る

証
明
書
な
ど

▽
所
得（
課
税
）証
明
書
、
非
課
税

証
明
書

▽
営
業
証
明
書

▽
法
人
所
在
証
明
書

▽
住
宅
用
家
屋
証
明
書

▽
固
定
資
産
評
価（
公
課
）証
明
書

▽
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
お

よ
び
写
し
の
交
付

▽
資
産
証
明
書

▽
納
税
証
明
書
（
継
続
車
検
用
の

軽
自
動
車
税
納
税
証
明
書
を
除

く
）本

人
確
認
が
必
要
で
な
い

証
明
書
な
ど

▽
継
続
車
検
用
の
軽
自
動
車
税
納

税
証
明
書

▽
閲
覧
（
土
地
台
帳
、
土
地
図
面

な
ど
）

▽
法
務
局
の
評
価
証
明
交
付
依
頼

書
に
よ
る
証
明
書（
評
価
通
知
）

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課
管
理
収
納
係

℡
市
内
線
４
４
６

国民健康保険
被保険者証

有効期限　　平成 00
年 00月 00日

記号 00　　 番号000
0000000000

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯

◯◯◯◯◯◯◯◯◯

◯◯◯◯◯◯◯◯

生年月日　　平成 00
年 00月 00日　　　　

性別　◯

　住所　　　◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯◯◯◯

 　◯◯◯◯◯◯◯

氏名 ◯◯　◯◯
資格取得年月日　　平

成 00年 00月 00日

印
納税通知書

◯◯◯◯◯◯◯◯◯

◯◯◯◯◯◯◯

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯

9月1日
から

市
税
に
関
す
る
証
明
書
の
申
請
時
に

本
人
確
認
を
行
い
ま
す
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ま
ち
な
か

　
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会

■
事
業
名
　
市
民
と
商
店
街
の
健

康
づ
く
り
事
業

■
助
成
金
　
92
万
２
４
０
０
円

■
代
表
者
　
新に
っ

田た

馨け
い

子こ

■
代
表
者
の
一
言
　「
ま
ち
な
か

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会
」
で
は
、
商

店
街
の
活
性
化
と
健
康
づ
く
り
を

目
標
に
、
５
年
前
か
ら
毎
週
ウ

オ
ー
キ
ン
グ
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。

　
こ
と
し
は
、
大
勢
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
長

い
間
自
立
し
て
生
活
で
き
る
よ
う

に
、
毎
月
１
回
、「
ま
ち
な
か
健

康
相
談
日
」
と
し
て
血
圧
、
体
脂

肪
率
、
基
礎
代
謝
量
な
ど
を
誰
で

も
測
定
で
き
る
日
を
つ
く
り
ま
し

た
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

北
ア
ル
プ
ス

　
第
九
を
歌
う
会

■
事
業
名
　
北
ア
ル
プ
ス
に
響
け 

ふ
る
さ
と
の
歌
　
飯
沼
信
義
作
品

集■
助
成
金
　
86
万
４
０
０
円

■
代
表
者
　
横
澤
厚
信

■
代
表
者
の
一
言
　
本
年
10
月
５

日
（
日
）
開
催
の
「
北
ア
ル
プ
ス
に

響
け 
合
唱
と
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が

紡
ぐ 
ふ
る
さ
と
の
歌｣

演
奏
会
の

成
功
に
向
け
て
、
月
３
回
の
練
習

に
熱
が
入
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
前
哨
戦
と
し
て
「
ア
ル
プ

ス
讃
歌
」
の
抜
粋
を
、
５
月
に
松

川
村
で
、
６
月
に
大
町
市
の
「
雪

形
ま
つ
り
」
で
演
奏
し
、
８
月
に

は
白
馬
村
で
も
演
奏
し
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

大
町
市
耕
作
放
棄
地

　
有
効
活
用
促
進
団
体

■
事
業
名
　
山や

羊ぎ

放
牧
に
よ
る
耕

作
放
棄
地
有
効
活
用
事
業

■
助
成
金
　
61
万
９
６
５
０
円

■
代
表
者
　
金
原
徹

■
代
表
者
の
一
言
　
耕
作
放
棄
地

は
社
会
的
問
題
に
な
っ
て
お
り
、

大
町
市
に
も
１
６
７
ヘ
ク
タ
ー
ル

が
存
在
す
る
の
で
、
有
効
活
用
を

目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。
耕

作
放
棄
地
の
省
力
的
な
管
理
、
景

観
づ
く
り
、
鳥
獣
害
の
低
減
、
情

操
教
育
な
ど
を
目
的
に
、
現
在
は

山
羊
の
放
牧
を
し
て
い
ま
す
。

　
使
用
予
定
の
な
い
荒
地
、
山
羊

の
飼
育
希
望
者
や
当
団
体
の
会
員

も
随
時
募
集
中
で
す
。
大
町
市
民

の
力
で
耕
作
放
棄
地
を
有
効
利
用

し
ま
し
ょ
う
。

　きらり輝く協働のまちづくり事業は、大町市第４次総合計画の基本理念である
「市民参加と協働の市政による地域の再生」に基づき、地域資源を活用した市民
の参加と協働による主体的なまちづくり活動を、財政面から支援する制度です。
　本年度は、市制施行60周年事業部門を含めた地域づくり活動を行う13団体が
公開審査会で採択されました。今回は、各団体の主な活動や熱い思いを紹介します。
内容は、各団体から提出いただいた原稿を基に掲載しています。
■問い合わせ　市民活動サポートセンター　℡ 市 内線８３０

平成26年度
きらり輝く協働のまちづくり事業

採択団体の紹介

皆さんの
｢やる気｣と｢熱意｣を
支援します
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きらり輝く協働のまちづくり事業

 

喜
多
郎
コ
ン
サ
ー
ト

　
実
行
委
員
会

■
事
業
名
　
第
２
回
喜
多
郎
コ
ン

サ
ー
ト
開
催
事
業

■
助
成
金
　
１
５
０
万
円

■
代
表
者
　
割
田
俊
明

■
代
表
者
の
一
言
　
私
た
ち
は
、

喜
多
郎
さ
ん
の
世
界
的
な
音
楽
文

化
を
大
町
市
か
ら
発
信
し
、
全
国

か
ら
多
く
の
皆
さ
ま
に
ご
来
場
い

た
だ
き
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り

を
進
め
た
い
と
考
え
、
９
月
28
日

（
日
）に
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
致
し

ま
す
。

　
実
行
委
員
会
で
は
現
在
、
チ

ケ
ッ
ト
の
販
売
に
熱
き
心
で
懸
命

に
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ま
の
温
か
な
ご
理
解
と
ご

支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

原
始
感
覚
美
術
祭

　
実
行
委
員
会

■
事
業
名
　
信
濃
の
国
　
原
始
感
覚

美
術
祭
２
０
１
４

－

水
の
う
た
が
き

■
助
成
金
　
１
５
０
万
円

■
代
表
者
　
池
田
武
司

■
代
表
者
の
一
言
　
美
術
祭
開
催

に
向
け
、
こ
と
し
は
大
町
を
知
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
し
た
。
大
町
を

表
現
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
―
。
い
ろ
い
ろ
な
人
に
会
っ

て
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　
こ
の
体
験
を
基
に
、
大
町
に

や
っ
て
来
る
作
家
に
大
町
の
想お
も

い

を
伝
え
ま
し
た
。
国
内
外
か
ら
大

町
に
引
か
れ
て
集
っ
た
作
家
た
ち

の
成
果
の
披
露
が
、
８
月
２
日

（
土
）よ
り
始
ま
り
ま
す
。
大
町
か

ら
生
ま
れ
る
表
現
の
芽
吹
き
を
、

ぜ
ひ
一
緒
に
見
届
け
て
く
だ
さ
い
。

高
瀬
川

　
ホ
タ
ル
の
里
保
存
会

■
事
業
名
　
高
瀬
川
ホ
タ
ル
と
昆

虫
の
保
護
事
業

■
助
成
金
　
１
２
７
万
５
０
０
０

円■
代
表
者
　
北
沢
学

■
代
表
者
の
一
言
　
私
た
ち
は
、

上
一
運
動
公
園
東
側
の
水
路
で
、

ホ
タ
ル
の
保
護
事
業
な
ど
を
展
開

し
て
い
ま
す
。10
数
年
前
か
ら「
ホ

タ
ル
の
里
」
と
し
て
定
着
し
、
３

年
前
に「
大
出
ホ
タ
ル
の
里
」が
閉

鎖
し
て
か
ら
は
、「
大
町
か
ら
ホ

タ
ル
の
光
を
消
し
て
は
な
ら
な

い
」と
日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、「
ホ
タ
ル
の
生
息

す
る
素
晴
ら
し
さ
を
再
認
識
し
て

も
ら
え
れ
ば
」と
思
っ
て
い
ま
す
。

 

信
濃
大
町
食
と
ア
ー
ト
の

　
廻
廊
実
行
委
員
会

■
事
業
名
　「
信
濃
大
町
食
と
ア
ー

ト
の
廻
廊
」に
お
け
る
市
民
連
携
に

よ
る
お
も
て
な
し
事
業

■
助
成
金
　
１
４
２
万
５
０
０
０
円

■
代
表
者
　
佐
藤
悟

■
代
表
者
の
一
言
　
大
町
の
さ
ま

ざ
ま
な
魅
力
を
、
ア
ー
ト
の
力
を

借
り
て
一
つ
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
の
下
に
発
信
し
よ
う
―
。
そ
ん

な
「
信
濃
大
町
食
と
ア
ー
ト
の
廻

廊
」
を
、
こ
の
夏
、
ア
ー
ト
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
で
著
名
な
北
川
フ

ラ
ム
さ
ん
を
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
迎

え
開
催
し
ま
す
。

　
せ
っ
か
く
の
機
会
で
す
。
市
民

の
ホ
ッ
ト
な
お
も
て
な
し
で
来
訪

者
を
迎
え
、
大
町
フ
ァ
ン
を
増
や

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

麻
倉

■
事
業
名
　
市
民
の
芸
術
意
識
を

高
め
る
事
業

■
助
成
金
　
１
４
２
万
５
０
０
０

円■
代
表
者
　
薄
井
朋
介

■
代
表
者
の
一
言
　
歴
史
あ
る
麻

倉
を
再
生
し
、
大
町
の
芸
術
文
化

の
拠
点
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

常
設
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ク
ラ
フ
ト
体

験
、
作
っ
て
楽
し
む
参
加
型
イ
ベ

ン
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
展
を

通
し
て
、
美
術
や
ク
ラ
フ
ト
に
触

れ
る
機
会
を
増
や
し
、
生
活
に
取

り
入
れ
暮
ら
し
を
豊
か
に
す
る
た

め
の
提
案
を
し
て
い
ま
す
。

　「
誰
も
が
気
軽
に
集
い
、
芸
術

に
親
し
み
文
化
を
紡
ぐ
」、
そ
ん

な
場
所
を
目
指
し
て
い
ま
す
。



広報おおまち　2014.8 10

きらり輝く協働のまちづくり事業

大
原
町
仁
科
庚
申
尊
と

地
域
文
化
財・歴
史
研
究
会

■
事
業
名
　
大
原
町
仁
科
庚
申
堂

周
辺
の
整
備
・
歴
史
文
化
の
継
承
事
業

■
助
成
金
　
36
万
５
０
０
０
円

■
代
表
者
　
中
村
安
茂

■
代
表
者
の
一
言
　
大
原
町
の
仁

科
庚
申
堂
は
、
大
原
の
開
発
が
始

ま
っ
た
約
２
０
０
年
前
か
ら
の
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
現
在
、
周
辺
の

整
備
に
向
け
て
案
内
板
を
製
作
す

る
な
ど
、
大
町
市
民
の
憩
い
の
杜も
り

に

す
る
目
標
に
向
か
い
活
動
中
で
す
。

　
ま
た
、
明
治
45
年
と
昭
和
３
年

に
奉
納
し
た
句
額
が
残
さ
れ
て
お

り
、
新
し
い
句
額
を
奉
納
す
る
た

め
に
、
俳
句
の
講
座
を
始
め
ま
し

た
。
参
加
無
料
、
随
時
受
け
付
け

中
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

野
平
自
治
振
興
会

■
事
業
名
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
で
地
域

の
元
気
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事
業

■
助
成
金
　
95
万
円

■
代
表
者
　
内
山
喜
久
夫

■
代
表
者
の
一
言
　
野
平
自
治
振

興
会
は
、
こ
れ
ま
で
に
荒
廃
農
地

約
８
０
０
０
㎡
に
２
０
０
０
株
の

ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
植
え
付
け
ま
し
た
。

「
小
さ
な
自
治
会
で
も
や
れ
ば
で

き
る
」と
い
う
自
信
に
つ
な
が
り
、

地
域
住
民
の
触
れ
合
い
の
場
と
し

て
自
治
会
最
大
の
活
動
に
成
長
し
、

地
域
の
活
力
や
元
気
向
上
に
大
き

く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　
本
年
度
は
こ
れ
ま
で
の
取
り
組

み
を
振
り
返
り
、今
後
も
末
永
く
継

続
で
き
る
よ
う
、地
域
の
力
を
再
結

集
し
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
図
り
ま
す
。

消
防
フ
ェ
ス
タ

　
実
行
委
員
会

■
事
業
名
　
消
防
フ
ェ
ス
タ
２
０

１
４
お
お
ま
ち

■
助
成
金
　
１
０
０
万
円

■
代
表
者
　
西
澤
宏
夫

■
代
表
者
の
一
言
　
市
制
施
行
60

周
年
・
合
併
10
年
記
念
の
事
業
と

し
て
10
月
12
日（
日
）に
開
催
す
る

本
年
の「
消
防
フ
ェ
ス
タ
お
お
ま
ち
」。

　
我
々
消
防
団
の
重
要
性
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ま
の
防
災
意
識
の
向
上
、

よ
り
安
心
・
安
全
な
地
域
の
創
造

に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
、
見
て
、
触
れ

て
、
体
験
で
き
る
こ
の
機
会
。
大

勢
の
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
、
消
防

団
員
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
い

ま
す
！

森
城
址
保
存
会

■
事
業
名
　
森
城
址
保
存
活
用
事

業■
助
成
金
　
１
３
５
万
円

■
代
表
者
　
松
澤
啓

■
代
表
者
の
一
言
　
森
城
址
は
、

当
地
域
の
貴
重
な
歴
史
遺
産
で
、

木
崎
湖
の
眺
め
が
良
い
景
勝
地
で

す
。

　
森
城
址
を
潤
い
と
魅
力
あ
る
地

と
し
て
再
生
さ
せ
、
大
勢
の
市
民

や
観
光
客
が
訪
れ
、
市
民
や
地
元

住
民
な
ど
が
森
城
址
の
歴
史
と
文

化
を
あ
ら
た
め
て
見
直
し
、
地
域

へ
の
愛
着
や
誇
り
を
高
め
ら
れ
る

よ
う
、
10
月
26
日（
日
）【
予
定
】に

「
森
城
址
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

 

カ
シ
マ
ツ
リ

　
実
行
委
員
会

■
事
業
名
　
２
０
１
４
カ
シ
マ
ツ

リ■
助
成
金
　
90
万
円

■
代
表
者
　
成
澤
隼
人

■
代
表
者
の
一
言
　
２
０
１
１
年

に
初
開
催
し
た
カ
シ
マ
ツ
リ
が
、

市
、
企
業
、
そ
し
て
県
内
外
の
有

志
に
支
え
ら
れ
、
本
年
度
で
４
年

目
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
と
し
の
カ
シ
マ
ツ
リ
は
、
音

楽
だ
け
で
な
く
、
ご
来
場
者
に
本

気
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
、

会
場
の
雰
囲
気
づ
く
り
や
、
ア
ウ

ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
に
ご
協
力
い
た

だ
き
、
北
ア
ル
プ
ス
の
自
然
を
よ

り
楽
し
め
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
！
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市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が

住
民
票
な
ど
の
各
種
証
明
書

を
持
ち
帰
る
と
き
に
利
用
す
る

窓
口
用
封
筒
の
更
新
時
期
を
迎

え
た
た
め
、
封
筒
を
無
償
提
供

し
て
く
れ
る
事
業
者
を
募
集
し
、

㈱
郵ゆ
う

宣せ
ん

協
会
東
日
本
支
社（
宮

城
県
仙
台
市
）
に
決
定
し
ま
し

た
。

　
封
筒
は
、
広
告
入
り
で
、
広

告
主
の
募
集
か
ら
製
作
ま
で
を

㈱
郵
宣
協
会
東
日
本
支
社
が
行

い
、
市
が
提
供
を
受
け
る
も
の

で
す
。
サ
イ
ズ
は
、
証
明
書
の

大
き
さ
に
合
わ
せ
Ａ
４
・
Ａ
５

の
２
種
類
で
す
。

　
市
民
課
や
税
務
課
、
八
坂
・

美
麻
支
所
、
お
お
ま
ち
情
報
セ

ン
タ
ー
な
ど
、
証
明
書
を
発
行

す
る
窓
口
に
８
月
か
ら
備
え
付

け
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
市
民
・
戸
籍
係

℡
市
内
線
４
２
６
・
７
５
５

平
林
さ
ん
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
大
町
市
北
原
町
出
身
の
79
歳
。

兵
庫
県
川
西
市
在
住
。

　
中
学
・
大
町
高
校
時
代
よ
り
自

然
科
学
に
興
味
を
持
ち
、
本
格
的

な
登
山
を
始
め
る
。
同
志
社
大
学

で
は
山
岳
部
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て

活
躍
。
卒
業
後
に
関
西
電
力
㈱
入

社
。
黒
四
ダ
ム
建
設
事
務
所
勤
務
。

25
歳
で
西
ネ
パ
ー
ル
最
高
峰
ア
ピ

峰
に
初
登
頂
。

　
帰
国
後
は
、
㈱
日
本
ダ
ン
ロ
ッ

プ（
住
友
ゴ
ム
工
業
㈱
の
前
身
）に

転
職
。
35
歳
の
時
に
、（
社
）日
本

山
岳
会
の
登
山
隊
員
と
し
て
、
日

本
人
初
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
に
成

功
。
そ
の
他
数
々
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
高

峰
を
極
め
る
。

　
現
在
は
、（
公
社
）日
本
山
岳
会

員
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
、

兵
庫
県
立
大
学
大
学
院
経
営
研
究

科
客
員
教
授
と
し
て
活
躍
。
特
定

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
コ
ア
ネ
ッ
ト
関
西
本

部
代
表
・
理
事
も
歴
任
。

　
主
な
著
書
は
「
ヒ
マ
ラ
ヤ
サ
イ

パ
ル
登
頂
」「
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁

（
共
訳
）」「『
熱
き
心
』

－

登
山
と
企

業
か
ら
学
ん
だ
人
生
哲
学

－

」
な

ど
。

平
林
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　
年
数
十
回
す
る
講
演
な
ど
で
、

僕
が
育
っ
た
環
境
や
生
い
立
ち
、

先
輩
・
自
然
か
ら
受
け
た
も
の
、

僕
の
思
想
が
ど
の
よ
う
に
培
わ
れ

て
い
た
か
と
い
う
話
を
す
る
と
き

に
、
大
町
の
話
を
出
し
て
上
手
に

宣
伝
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

ご
利
用
く
だ
さ
い

日
本
人
初

エ
ベ
レ
ス
ト

登
頂
に
成
功

広
告
入
り
窓
口
用
封
筒

平
林
克
敏
さ
ん

信
濃
大
町
観
光
大
使
に
！

　
市
で
は
７
月
４
日
、
大
町
出
身
の
登
山
家
・
平
林
克
敏
さ
ん
に
、
大
町
市
の
魅
力
を
国
内
外
に
広
く
発

信
す
る「
信
濃
大
町
観
光
大
使
」を
委
嘱
し
ま
し
た
。
平
林
さ
ん
は
９
人
目
の「
信
濃
大
町
観
光
大
使
」で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
観
光
課
観
光
振
興
担
当
　
℡
２
３
・
４
０
８
１

日本人初　エベレスト頂上に立つ
平林さん　1970（昭和45）年

※封筒のイメージです。

【平成26年度事業】補助金が使えます
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コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
気
楽

な
雰
囲
気
の
中
で
、「
お
お
ま
ぴ
ょ

ん
と
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
や
っ

て
ほ
し
い
こ
と
」
な
ど
を
楽
し
く

語
り
合
う
「
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
カ

フ
ェ
」。
昨
年
に
続
き
、
こ
と
し

も
開
催
し
ま
す
。

　
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
を
盛
り
上
げ
た

い
人
、
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
と
行
う
イ

ベ
ン
ト
に
関
心
が
あ
る
人
な
ど
、

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
実

現
に
向
け
て
ア
イ
デ
ア
を
み
ん
な

で
出
し
合
い
ま
し
ょ
う
。

総
合
求
人
情
報
サ
イ
ト

「
信
州
人
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
」

　
県
内
へ
の
就
職
を
希
望
す
る

若
者
向
け
の
新
卒
採
用
情
報
や

説
明
会
情
報
、
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
情
報
が
満
載
の
「
信
州

人
キ
ャ
リ
ア
ナ
ビ
」。
県
内
で

就
職
を
考
え
て
い
る
皆
さ
ん
は
、

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。
夏
休
み

に
帰
省
す
る
お
子
さ
ん
た
ち
に

も
、
ぜ
ひ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

■
Ｕ
Ｒ
Ｌ

h
ttp

s://ca
re

e
r.n

a
g
a
n
o
.

jp
/■

内
容

▽
新
卒
採
用
情
報
、
会
社
説
明

会
情
報

▽
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
情
報

▽
中
途
採
用
情
報

▽
信
州
人
キ
ャ
リ
ア
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

▽
ト
ッ
プ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
信
州

■
問
い
合
わ
せ

長
野
県
労
働
雇
用
課
雇
用
対
策

係℡
０
２
６
・
２
３
５
・
７
２
０
１

■
日
時
　
８
月
30
日（
土
）　
午
後

１
時
30
分
～
５
時
　
▽
開
場
　
午

後
１
時

■
会
場
　
塩
の
道
ち
ょ
う
じ
や

（
八
日
町
）

■
定
員
　
20
人
　
※
定
員
を
超
え

た
場
合
は
抽
選

■
費
用
　
２
０
０
円
（
コ
ー
ヒ
ー

な
ど
や
お
菓
子
代
）

■
申
し
込
み
　
氏
名
、
電
話
番
号
、

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を
記
入
の
上
、

フ
ァ
ク
ス
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
商

工
労
政
課
ブ
ラ
ン
ド
振
興
担
当
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

商
工
労
政
課
ブ
ラ
ン
ド
振
興
担
当

℡
市
内
線
５
４
２

FAX
２
３
・
４
６
６
０

Ｅ
メ
ー
ル
　syo

u
ko

u
@

city.

o
m

ach
i.n

agan
o
.jp

vol.2
開催

昨年のカフェでのアイデアの中から、おおまぴょんと一緒に市内を巡りポストカー
ドを作るイベントを開催（３月８日）。写真は露天風呂でポーズをとるおおまぴょん。

お
お
ま
ぴ
ょ
ん

カ
フ
ェ

　
台
風
８
号
も
足
早
に
駆
け
抜
け
て
、

雨
降
り
が
多
か
っ
た
こ
と
し
の
梅
雨
も

よ
う
や
く
明
け
、
い
よ
い
よ
真
夏
を
迎

え
ま
し
た
。

　
こ
と
し
も
先
月
１
日
に
、
市
の
大
切

な
水
源
の
一
つ
、
居
谷
里
水
源
で
水
源

感
謝
祭
が
開
か
れ
ま
し
た
。
こ
の
水
源

は
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
町ま

ち

中な
か

の
用

水
に
使
わ
れ
て
い
た
町
川
が
、
人
口
増

加
に
伴
い
次
第
に
水
質
の
汚
れ
が
進
ん

だ
た
め
、
大
正
14
年
に
上
水
道
を
完

成
さ
せ
た
時
に
新
た
に
水
道
水
源
と

な
っ
た
も
の
で
す
。
居
谷
里
で
は
、
今

も
清
ら
か
な
水
が
こ
ん
こ
ん
と
湧
き

続
け
、
途
切
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
水
道
は
、
も
う
す
ぐ
90
年
を
迎

え
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
昨
年
４
月
、
豊
富
な
大

町
の
地
下
水
を
活
用
し
て
、
市
内
に
二

つ
目
の
飲
料
水
工
場
が
操
業
を
開
始

し
ま
し
た
。
こ
と
し
の
春
、
こ
の
工
場

の
飲
料
水
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
本
拠
を

置
く
国
際
的
な
品
質
評
価
機
関
か
ら

最
高
金
賞
と
い
う
最
も
価
値
あ
る

賞
を
贈
ら
れ
ま
し
た
。
大
町
の
水

が
お
い
し
い
こ
と
は
市
民
の
皆
さ
ま

も
ご
存
じ
の
こ
と
で
す
が
、
国
際
的

な
機
関
か
ら
正
式
に
評
価
さ
れ
た

こ
と
を
と
て
も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
６
月
に
は
西
公
園
の
中
に

噴
水
広
場
が
完
成
し
ま
し
た
。
安

全
面
に
配
慮
し
、
衛
生
的
な
水
質

管
理
の
下
、
小
さ
な
お
子
さ
ん
も

安
心
し
て
水
に
親
し
み
、
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
先
日
立
ち
寄
っ
て
み

ま
し
た
ら
、
強
い
日
差
し
の
中
、
お

母
さ
ん
と
一
緒
に
や
っ
て
来
た
大
勢

の
お
子
さ
ん
が
、
全
身
に
水
を
浴
び

な
が
ら
楽
し
そ
う
に
声
を
上
げ
て

い
ま
し
た
。
こ
れ
も
豊
か
な
水
の
恵

み
で
す
。

　
清せ

い

冽れ
つ

で
豊
富
な
水
は
、
北
ア
ル

プ
ス
の
豊
か
な
大
自
然
の
恵
み
で

す
。
こ
れ
か
ら
も
市
の
宝
と
し
て
大

切
に
し
、
し
っ
か
り
後
世
の
人
々
に

引
き
継
い
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

こんにちは
牛越です
こんにちは
牛越です

【第60回】
水の季節

大町市長　牛越徹
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動
物
の
飼
い
主
に
は
、
動
物
を

適
正
に
飼
育
す
る
責
任
が
あ
り
、

自
覚
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
動

物
の
繁
殖
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、

不
妊
・
去
勢
手
術
な
ど
繁
殖
制
限

の
措
置
を
取
る
こ
と
も
そ
の
一
つ

で
す
。
不
用
意
な
繁
殖
で
適
正
な

飼
育
が
で
き
る
数
を
超
え
た
場
合

は
、
不
幸
な
犬
や
猫
が
増
え
る
結

果
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
事
態
を
未
然
に
防

止
す
る
た
め
に
、
長
野
県
動
物
愛

護
会
大
北
支
部
で
は
、
犬
・
猫
の

不
妊
・
去
勢
手
術
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。

■
対
象

▽
市
内
に
住
ん
で
い
る
犬
ま
た
は

猫
の
飼
い
主

▽
平
成
26
年
９
月
30
日（
火
）ま
で

に
、
不
妊
・
去
勢
手
術
を
済
ま
せ

る
こ
と

▽
大
町
市
・
北
安
曇
郡
内
の
「
手

術
可
能
な
動
物
病
院
」（
後
述
）
で

手
術
を
受
け
る
こ
と

▽
１
世
帯
に
つ
き
１
匹

▽
犬
は
登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防

注
射
が
済
ん
で
い
る
こ
と

▽
永
久
的
な
不
妊
・
去
勢
手
術
を

行
っ
た
場
合
の
み
が
対
象

▽
生
後
６
カ
月
以
上
５
歳
程
度
以

下
の
犬
ま
た
は
猫

■
補
助
対
象
数

　
大
北
地
区
で
40
匹
の
う
ち
、
大

町
市
分
は
18
匹
　
※
定
数
を
超
え

た
場
合
は
抽
選

■
補
助
金
額

　
雄
・
雌
い
ず
れ
も
１
匹
に
つ
き

３
０
０
０
円

■
手
術
可
能
な
動
物
病
院

▽
横
澤
動
物
医
院

大
町
市
大
町
４
８
６
８

－

２
（
北

原
町
）　
℡
２
２
・
０
２
３
６

▽
あ
づ
み
動
物
病
院

大
町
市
常
盤
４
７
２
９

－

５
（
上

一
）　
℡
２
２
・
７
５
９
０

▽
松
沢
動
物
病
院

白
馬
村
大
字
北
城
５
９
４
４

℡
７
２
・
２
６
６
０

■
申
し
込
み

　
８
月
29
日（
金
）ま
で
に
、
電
話

ま
た
は
直
接
、
生
活
環
境
課
環
境

衛
生
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

▽
長
野
県
動
物
愛
護
会
大
北
支
部

（
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
食
品
・

生
活
衛
生
課
内
）

℡
２
３
・
６
５
２
８

　
合
併
10
年
を
迎
え
る
節
目

に
、
地
域
の
交
流
を
目
的
と
し

て「
八
坂
夏
ま
つ
り
」
を
開
催
し

ま
す
。
お
盆
で
帰
省
す
る
皆
さ

ん
や
、
大
町
地
区
・
美
麻
地
区

の
皆
さ
ん
も
、
ぜ
ひ
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

■
日
時
　
８
月
14
日（
木
）　
午

後
４
時
30
分
～
８
時

■
会
場
　
八
坂
小
学
校
グ
ラ
ウ

ン
ド（
雨
天
時
は
八
坂
中
学
校

体
育
館
）

■
内
容

①
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

②
盆
球
技
大
会
表
彰
式

③
和
太
鼓
交
流
演
奏
会（
大
町

流
鏑
馬
太
鼓
、
源
流
美
麻
太
鼓
）

④
盆
踊
り（
八
坂
音
頭
、
や
ま

び
こ
音
頭
、
や
ま
び
こ
サ
ン
バ
）

⑤
お
楽
し
み
抽
選
会

⑥
合
併
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

【
太
田
プ
ロ
ラ
イ
ブ
シ
ョ
ー
】

小
出
真
保（
も
の
ま
ね
）

ア
ン
バ
ラ
ン
ス（
漫
才
）

火
災
報
知
器（
コ
ン
ト
）

⑦
和
太
鼓
と
花
火
の
共
演（
八

坂
青
竜
太
鼓
）

⑧
閉
会

■
問
い
合
わ
せ

八
坂
地
区
合
併
10
年
記
念
事
業

実
行
委
員
会（
八
坂
支
所
内
）

℡
２
６
・
２
０
０
１

犬
・
猫
の
不
妊
・

去
勢
手
術
費
の
補
助
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催 し
劇団四季ミュージカル 「リトルマーメイド」観劇ツアー
　数あるディズニー作品の中でも大人気の「リトルマーメイド」。ディズニーとの提携作品第４弾として劇団四

季が総力を挙げ、色鮮やかな舞台美術と衣装、楽しい音楽で繰り広げるミュージカルです。人魚姫アリエルと

地上の王子エリックの愛と希望に満ちた海の世界をお楽しみください。大勢の皆さんの応募をお待ちしています。

■期日　11月29日（土）

■会場　積水ハウスミュージカルシアター四季劇場「夏」（東京都品川区）

■日程　日帰りで往復とも貸し切りバスで移動

【行き】 文化会館発6：30→四季劇場「夏」着12：30→開場12：40→ 開演13：00（約３時間公演）

【帰り】 四季劇場「夏」発16：30→お台場着17：00（自由行動、各自で夕食）→お台場発19：00→

レインボーブリッジ→文化会館着23：30

■対象・定員　小学生以上の市民　33人　※定員を超えた場合は抽選

■費用　20,000円程度（チケット代、往復交通費、保険料、昼食代を含む）　※大人・子どもとも同一料金 

■応募方法　９月19日（金）までに、はがきに住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、郵送で文化会館へ（当

日必着）。はがき１枚につき、代表者を含め２人まで申し込みできます（この場合は２人分を記入）。

■応募先　〒398－0002　大町市大町１６０１－２　大町市文化会館

■問い合わせ　文化会館　℡・有線２２−９９８８

大町市制施行60周年・合併10年記念　

喜多郎シンフォニック・ワールド・ツアー in 信濃大町
　大町市になじみ深いミュージシャン、喜多郎さんのコンサートが

１年ぶりに大町市で開催されます。今回の公演は、オーケストラと

の共演で新たな音楽に挑戦しており、アメリカを皮切りにワールド

コンサートツアーを展開。日本では大町市と名古屋市のみの公演で

す。松本モーツアルト・オーケストラとの共演で贈る喜多郎さん第

二のふるさと大町市での公演を、ぜひお楽しみください。

■日時　９月28日（日）　 ▽開演　午後４時　 ▽開場　午後３時

■会場　運動公園総合体育館　大アリーナ

■チケット　全席指定6,500円

■チケット発売　好評販売中

【窓口販売】 文化会館、塩原書店デリシア大町駅前店、井上（松本市）、ながの東急（長野市）、平安堂（県内各店舗）

【電話予約】 近畿日本ツーリスト㈱長野支店   ℡026−227−7112

チケットぴあ	  ℡0570−02−9999〔Ｐコード234−360〕

ローソンチケット	  ℡0570−084−003〔Ｌコード71466〕

オフィス・マユ	  ℡026−226−1001（平日午前９時30分～午後６時）

【インターネット販売】 オフィス・マユ	　　　http://office-mayu.net

近畿日本ツーリスト　http://www.knt.co.jp/ec/2014/kitaro-tour/

■問い合わせ　喜多郎コンサート実行委員会　℡２２－８９８９
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国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園

お
で
か
け
通
信
�

　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園（
大
町
・
松
川
地
区
）
で
は
、
夏
休
み

イ
ベ
ン
ト「
夏
の
ア
ル
プ
ス
大
冒
険
～
サ
マ
ー
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
～
」

を
開
催
中
！
　
乳
川
で
の
川
遊
び「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
リ
バ
ー
」
と
ア

ル
プ
ス
大
草
原
の
水
遊
び
プ
ー
ル「
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
ラ
ン
ド
」
が
大

人
気
で
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
夏
の
冒
険
に
ぴ
っ
た
り
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ー

や
夏
休
み
の
宿
題
応
援
企
画
な
ど
、お
楽
し
み
が
盛
り
だ
く
さ
ん
！

　
夏
休
み
も
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
に
、ぜ
ひ
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み
の
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　（
大
町
・
松
川
地
区
）　
℡
２
１
・
１
２
１
２

　
北
ア
ル
プ
ス
の
清
流
の
中
、
親

子（
４
歳
以
上
）で
一
緒
に
安
全
な

シ
ャ
ワ
ー
ピ
ク
ニ
ッ
ク

■
申
し
込
み
　
事
前
に
電
話
で
ラ

イ
オ
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
へ
。
　

℡
７
２
・
５
０
６
１

バ
イ
ク
ト
ラ
イ
ア
ル
体
験

　
自
転
車
で
障
害
物
を
乗
り
越
え

て
行
く
バ
イ
ク
ト
ラ
イ
ア
ル
。
シ

ル
ク
・
ド
ゥ
・
ソ
レ
イ
ユ
や
マ
ッ

ス
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
舞
台
で
活

躍
し
た
有あ
り

薗ぞ
の

啓け
い

剛ご
う

さ
ん
、
守も

り

上か
み

大だ
い

輔す
け

さ
ん
と
楽
し
く
体
験
し
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
９
日（
土
）・
10
日

（
日
）・
16
日（
土
）　
１
日
３
回
　

午
前
10
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分
、

午
後
２
時
30
分

■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
広
場

■
対
象
・
定
員
　
自
転
車
に
乗
れ

る
小
学
生
　
各
回
先
着
15
人

■
料
金
　
２
０
０
０
円（
自
転
車
、

ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
レ
ン
タ
ル
代
を
含

む
）

■
申
し
込
み
　
当
日
受
け
付
け
ま
す
。

森
ヨ
ガ

　
北
ア
ル
プ
ス
山
麓
の
自
然
に
包

ま
れ
て
の
ヨ
ガ
体
験
。
日
常
の
慌

た
だ
し
さ
か
ら
抜
け
出
し
、
心
も

体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！
　
申
し
込

み
不
要
で
す
。

■
日
時
　
８
月
24
日（
日
）、
９
月

21
日（
日
）　
午
前
10
時
～
11
時

■
場
所
　
ア
ル
プ
ス
大
草
原

■
持
ち
物
　
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
ま
た
は

バ
ス
タ
オ
ル
な
ど
の
敷
物
、飲
み
物

夏
休
み
自
由
研
究

「
ア
ニ
マ
ル
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
」

　
森
の
中
に
残
さ
れ
た
フ
ィ
ー
ル

ド
サ
イ
ン
（
動
物
の
足
跡
、
食
べ

た
跡
、
う
ん
ち
な
ど
）
を
探
し
て

野
生
動
物
を
追
跡
！
　
動
物
た
ち

が
ど
ん
な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
か

を
調
べ
よ
う
！

■
日
時
　
８
月
２
日（
土
）・
９
日

（
土
）・
16
日（
土
）　
午
前
10
時
～

正
午

■
集
合
場
所
　
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ

ン
セ
ン
タ
ー

■
定
員
　
先
着
10
人

■
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
カ
メ
ラ

■
申
し
込
み
　
事
前
に
電
話
で
公

園
管
理
セ
ン
タ
ー
へ
。

森
の
体
験
舎
ク
ラ
フ
ト
工
房

「
夏
休
み
工
作
体
験
」

　
夏
休
み
の
工
作
を
作
ろ
う
！
　

樹
木
の
枝
や
木
の
実
な
ど
の
自
然

素
材
を
使
っ
て
、
自
由
に
作
品
を

作
り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
　
８
月
31
日（
日
）ま
で
の

土
・
日
・
祝
日
お
よ
び
８
月
11
日

（
月
）～
15
日（
金
）　
午
前
９
時
30

分
～
11
時
、
午
後
１
時
～
３
時

■
場
所
　
森
の
体
験
舎
ク
ラ
フ
ト

工
房

■
定
員
　
先
着
20
人

■
料
金
　
３
０
０
円

■
申
し
込
み
　
当
日
受
け
付
け
ま
す
。

【
共
通
事
項
】

料
金
の
掲
載
の
な
い
も
の
は
無
料

※
別
途
入
園
料
は
必
要
で
す
。

イ
ベ
ン
ト
詳
細
は
、公
園
管
理
セ
ン

タ
ー（
大
町
・
松
川
地
区
）に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
も
ご
確
認
い
た
だ
け
ま
す
。

http://w
w

w
.azum

ino
.g

o
.jp/ 

川
遊
び
を
し
よ
う
！
　
ウ
エ
ッ
ト

ス
ー
ツ
、ヘ
ル
メ
ッ
ト
、ラ
イ
フ
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
身
に
付
け
、
ガ
イ
ド
の

案
内
で
い
ざ
出
発
！
　
川
の
中
を

ざ
ぶ
ざ
ぶ
歩
く
子
ど
も
の
冒
険
心

を
高
め
る
楽
し
い
体
験
で
す
！

■
日
時
　
８
月
31
日（
日
）ま
で
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午
、
午
後
１

時
30
分
～
４
時

■
場
所
　
乳
川
上
流

■
定
員
　
各
回
先
着
15
人
程
度

（
団
体
対
応
あ
り
）

■
料
金
　
大
人
５
０
０
０
円
、
小

人
３
０
０
０
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

パ
ッ
ク（
大
人
２
人
、
小
人
２
人
）

１
万
５
０
０
０
円
　
※
入
園
料
含

む

シャワーピクニック

バイクトライアル体験
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T O P I C S

と ★き ★め ★き

マイ・シティー
　
市
は
、
高
齢
者
が
地
域
で
安
心
し
て
生
活
す
る

た
め
に
、
異
な
る
業
種
の
介
護
事
業
者
が
そ
れ
ぞ

れ
の
業
務
内
容
を
理
解
し
合
う
研
修
会
を
毎
月
開

催
し
て
い
ま
す
。
６
月
25
日
に
は
、
認
知
症
へ
の

理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
大
町
総
合
病
院

で
初
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
福
祉
医
療
関
係
者
や
一
般
市
民
な

ど
約
70
人
が
参
加
。
参
加
者
は
、
吉
田
園
代
医
師

（
神
経
内
科
）か
ら
認
知
症
に
つ
い
て
の
話
を
聞
い

た
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
認
知
症
へ
の
考
え
方
や

取
り
組
み
方
の
話
し
合
い
を
実
施
。「
認
知
症
は

遺
伝
す
る
の
か
」「
家
族
よ
り
周
り
の
人
の
方
が
意

外
と
認
知
症
に
気
付
き
や
す
い
」
な
ど
疑
問
や
経

験
談
な
ど
を
話
し
、
熱
心
に
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

　
吉
田
医
師
は
「
認
知
症
は

人
生
の
通
過
点
。
徘
徊
は

家
族
だ
け
の
見
守
り
で
は

限
界
が
あ
る
。
地
域
で
協

力
し
見
守
る
こ
と
で
事
故

を
防
げ
る
」と
話
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
予
防
に
は
、
体
と

頭
を
一
緒
に
使
う
運
動
が

効
果
的
と
の
報
告
も
あ
り
、

市
は
、
こ
と
し
完
成
し
た

健
康
体
操
「
お
お
っ
！
マ
ー

チ
de
た
い
そ
う
」
や
、
介
護

予
防
活
動
を
す
る
「
介
護
予

防
た
い
そ
う
サ
ポ
ー
タ
ー

募
集
」も
紹
介
し
ま
し
た
。

　
美
麻
小
中
学
校
と
み
あ
さ
保
育
園
合
同
の
運
動
会
が
６

月
28
日
、
美
麻
小
中
学
校
校
庭
で
あ
り
、
園
児
・
児
童
・

生
徒
約
90
人
が
、
保
護
者
な
ど
関
係
者
が
見
守
る
中
、
元

気
に
飛
び
回
り
ま
し
た
。
こ
と
し
で
39
回
目
の
運
動
会
。

昨
年
か
ら
は
小
中
学
校
と
保
育
園
が
合
同
で
行
い
、
今
回

初
め
て
春
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
競
技
は
赤
白
に
分
か
れ
、
か
け
っ
こ
、
綱
引
き
、
玉
入

れ
な
ど
を
実
施
。
全
校
で
の
対
抗
リ
レ
ー
で
は
一
番
の
盛

り
上
が
り
を
見
せ
、
子
ど
も
た
ち
は
仲
間
や
保
護
者
、
教

員
の
応
援
を
受
け
懸
命
に
走
り
ま
し
た
。

　
５
～
９
年
生
の
組
体
操
で
は
、
き
つ
い
体
勢
に
苦
し
げ

な
表
情
で
一
生
懸
命
演
技
す
る
児
童
を
見
て
、
客
席
か
ら

　
八
坂
野
平
ラ
ベ
ン

ダ
ー
園
で
６
月
29
日
、

野
平
自
治
振
興
会
に

よ
る
「
第
６
回
ラ
ベ

ン
ダ
ー
祭
り
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園

は
、
荒
廃
し
て
い
た

農
地
を
同
自
治
振
興

会
が
８
年
前
に
再
生

し
た
も
の
で
、
約

２
０
０
０
株
の
ラ
ベ

は「
耐
え
ろ
！
」な

ど
の
声
援
が
飛

び
、
ホ
ー
ム
ビ
デ

オ
の
撮
影
を
し
な

が
ら
涙
ぐ
む
保
護

者
の
姿
も
あ
り
ま

し
た
。

　
閉
会
式
で
塩
原

雅
由
校
長
は
子

ど
も
た
ち
に
向
け

「
君
た
ち
が
心
を

一
つ
に
し
て
競
技

す
る
姿
に
感
動
し
た
。
日
々
君
た
ち
が
心
と
体
を
開
い

て
学
ん
で
く
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
幸
せ
な
気
持

ち
」と
語
り
掛
け
ま
し
た
。

ン
ダ
ー
が
来
場
者
を
出
迎
え
ま
し
た
。

　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
良
い
香
り
に
包
ま
れ
た
会
場
で
は
、
花

の
摘
み
取
り
、
苗
や
加
工
品
の
販
売
、
ハ
ー
ブ
茶
や
竹

の
子
汁
の
振
る
舞
い
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。バ
ン
ド「
ゆ

く
り
り
っ
く
」に
よ
る
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
八
坂
に

一
目
ぼ
れ
し
て
こ
と
し
４
月
に
移
住
し
た
鳥
居
夫
妻
な
ど

５
人
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
曲
や
童
謡
、
昭
和
の
懐
メ
ロ
な

ど
を
演
奏
。
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で
が
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ボ
ー
カ
ル
の
鳥
居
史
子
さ
ん
は
演
奏
後
「
野
平
の
皆

さ
ん
は
照
れ
屋
さ
ん
だ
け
れ
ど
、
い
つ
も
一
つ
に
ま
と

ま
っ
て
い
る
。
山
あ
い
が
深
く
、
生
活
を
感
じ
ら
れ
る

所
に
住
み
た
い
と
い
う
夢
を
か
な
え
る
こ
と
が
で
き

た
」
と
話
し
、
近
所
の
人
か
ら
「
演
奏
、
良
か
っ
た
よ
」

と
声
を
掛
け
ら
れ
る
と
、
バ
ン
ド
の
メ
ン
バ
ー
と
演
奏

で
き
た
喜
び
を
噛
み
し
め
て
い
ま
し
た
。

認
知
症
を
地
域
で
支
え
る
た
め
に

大
町
総
合
病
院
で
研
修
会

美
麻
小
中
学
校
と
み
あ
さ
保
育
園

運
動
会
を
開
催

八
坂
野
平
で
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
香
り
と

音
楽
に
癒
さ
れ
る
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ときめきマイ・シティー

　
昭
和
29
年
に
大
町
市

が
誕
生
し
て
か
ら
60
年

を
迎
え
た
７
月
１
日
、

市
で
は
「
大
町
市
制
施
行

60
周
年
・
合
併
10
年
記

念
」
の
年
で
あ
る
こ
と
を

子
ど
も
た
ち
に
も
知
っ

て
も
ら
お
う
と
、
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
が
ベ
ー
ス
に
デ
ザ

イ
ン
さ
れ
た
記
念
ロ
ゴ
入
り
缶
バ
ッ
ジ
を
、
市
内
保

育
園
児
、
幼
稚
園
児
、
小
・
中
学
生
に
プ
レ
ゼ
ン
ト

し
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　
は
な
の
き
保
育
園
に
は
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
が
駆
け
付

け
Ｐ
Ｒ
。
園
児
た
ち
は
大
喜
び
し
、
こ
の
日
が
誕
生

日
の
お
お
ま
ぴ
ょ
ん
を
祝
う
歌
を
み
ん
な
で
歌
い
、

一
緒
に
記
念
撮
影
も
し
ま
し
た
。

　
担
任
の
先
生
か
ら
胸
に
バ
ッ
ジ
を
着
け
て
も
ら

い
笑
顔
の
石

田
琴こ
と

瑞み

ち
ゃ

ん
（
年
長
）

は
「
お
お
ま

ぴ
ょ
ん
が
来

て
楽
し
か
っ

た
。
か
わ
い

い
バ
ッ
ジ
。

服
に
付
け
た

い
」
と
話
し

ま
し
た
。

　
絵
本
を
通
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
北
海
道
剣
淵
町
を
舞
台

に
親
子
の
絆
を
描
い
た
感
動
作
、
映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
の
上
映

会
が
７
月
５
日
に
文

化
会
館
で
あ
り
、
約

１
５
０
０
人
が
来
場

し
ま
し
た
。
上
映
会

は
、
地
域
で
実
行
委

員
会
を
つ
く
り
住
民

自
ら
が
企
画
か
ら
開

催
ま
で
を
行
う
「
ス

ロ
ー
シ
ネ
マ
方
式
」に

よ
る
初
め
て
の
試
み
。

　
上
映
後
は
映
画
に

出
演
し
、
小
学
５
、６
年
生
時
を
山
村
留
学
に
よ
り
八
坂
で
過

ご
し
た
女
優
の
若
村
麻
由
美
さ
ん
の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
も
開
催
。

東
京
の
繁
華
街
で
育
っ
た
若
村
さ
ん
は
、
山
村
留
学
の
直
後
は

生
活
の
違
い
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
夜
中
一
人
で
泣
い
た
こ
と
、

そ
の
後
す
ぐ
に
慣
れ
畑
仕
事
な
ど
を
手
伝
い
自
然
の
恵
み
の
あ

り
が
た
さ
を
学
べ
た
こ
と
、
片
道
３
・
５
㎞
の
通
学
路
で
ヘ
ビ

や
ク
ジ
ャ
ク
な
ど
に
遭
遇
し
て
楽
し
か
っ
た
こ
と
な
ど
思
い
出

を
話
し
、「〝
心
の
ふ
る
さ
と
〟
大
町
市
で
の
経
験
が
私
の
基
盤

を
つ
く
っ
て
い
る
」と
語
り
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
の
参
考
に
な
る
映
画
な
の
で
み
ん
な
に
見
て
ほ

し
い
と
チ
ケ
ッ
ト
販
売
な
ど
に
奔
走
し
た
宮
永
玉
子
実
行
委
員

長
は
、「
市
民
に
声
を
掛
け
、
触
れ
合
い
な
が
ら
活
動
す
る
過

程
が
大
切
と
感
じ
た
。
一
つ
の
イ
ベ
ン
ト
を
み
ん
な
で
や
っ
た
、

こ
れ
こ
そ
が
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」、
お
客
さ
ん
で
い
っ
ぱ
い

の
会
場
を
見
て「
う
れ
し
く
て
じ
ー
ん
と
し
て
涙
が
出
た
」と
話

し
ま
し
た
。

　
安
全
で
快
適
な
潤
い
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
市
は
７

月
12
日
、
文
化
会
館
で「
暴
力
追
放
・
交
通
安
全
推
進
市
民
大
会
」

を
行
い
ま
し
た
。
大
会
は
、
家
庭
や
地
域
な
ど
で
暴
力
追
放
と

交
通
安
全
を
話
し
合
い
、
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
に
す
る
こ
と

を
目
的
に
開
催
。
山
本
優
菜
さ
ん
（
南
小
６
年
）、
松
井
開
人
さ

ん
（
仁
科
台
中
３
年
）
の
意
見
発
表
や
長
野
県
警
察
音
楽
隊
の
演

奏
会
、カ
ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
の
フ
ラ
ッ
グ
ド
リ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
牛
越
市
長
は
「
街
頭
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
地
域
防
犯
活
動
に
よ

り
窃
盗
犯
罪
は
減
少
し
た
が
、
特
殊
詐
欺
は
市
内
で
４
件
約

３
９
０
０
万
円
も
の
被
害
が
発
生
し
た
。
市
民
全
体
が
参
加
し

防
犯
活
動
に
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
。
交
通
安
全
対
策
で
は
、
市

内
で
４
月
に
死
亡
事
故
が

発
生
し
た
。
市
民
一
人
一

人
が
交
通
安
全
に
対
す
る

意
識
を
強
く
持
ち
、
悲
惨

な
交
通
事
故
を
減
ら
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
最
後
に
は
小
林
治
男
市

議
会
議
長
が
大
会
宣
言
を

読
み
上
げ
、
来
場
者
は
市

民
総
力
の「
協
働
」に
よ
り

暴
力
追
放
と
交
通
安
全
推

進
の
輪
を
一
層
広
げ
る
決

意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

記
念
バ
ッ
ジ
で
市
制
施
行
60
周
年
・

合
併
10
年
記
念
を
Ｐ
Ｒ

市
民
で
つ
く
っ
た
上
映
会

映
画
「
じ
ん
じ
ん
」
に
１
５
０
０
人

住
み
よ
い
大
町
を
目
指
し

市
民
大
会
開
催
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生涯学習

常盤公民館

平公民館・女性未来館ピュア

保育サポーター講座
　保育サポーターは、公民館や体育館、文化会館の

行事や講座のときなどに、参加者のお子さんをお預

かりする託児ボランティアです。保育や育児への知

識を深め、子どもと触れ合う活動をしたい皆さん、

どうぞご参加ください。

　託児ボランティアサークル「バンビの会」登録希望

の人は、この講座を受講してください。

■日時・内容　全５回

▽８月26日（火）　午前10時～午後１時　

「保育の心と子どもの遊び」

▽９月２日（火）　午前10時～正午　

「読み聞かせと遊び」「保育サポーターの活動」

▽９月16日（火）　午後１時30分～３時30分

「子どもの成長と栄養」

▽９月30日（火）　午後２時～４時

「幼児安全法講習」

▽日時未定　「託児ボランティアの実践」

■会場　８月26日はしらかば保育園、以降は平公民

館・女性未来館ピュア

■対象・定員　市内にお住まいか、通勤している人で、

全講座受講できる人　先着10人

■講師　市社会福祉協議会、保育士、保健師、栄養士、

日赤長野県支部ほか

■費用　500円程度（教材費など）

■申し込み　８月15日（金）までに、電話または直接、

平公民館・女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

作って遊べる、手づくり絵本講座
　めくるたびに新しい

世界が広がり、思わず

笑いがあふれる手作り

絵本を作ってみません

か。３段に分かれたペー

ジに絵を描いたり写真

を貼ったり、作る作業も

楽しい絵本です。子ど

もの想像力を豊かにす

るちょっと変わった〝遊

び道具

〝

にもなります。

■日時　９月16日・30日、10月14日・28日　火曜日

全４回　午前９時30分～11時30分

■会場　平公民館 ･ 女性未来館ピュア　学習室

■対象・定員　市内にお住まいか、通勤している人　

先着15人

■講師　坂井千恵子さん（手づくり絵本の会大町地区幹事）

■協力サークル　手づくり絵本サークル「汽車ポッポ」

■費用　1,000円（材料代）

■持ち物　鉛筆、色鉛筆、消しゴム、カッター（細い物）、

定規（30㎝程度の物）

■申し込み　８月４日（月）～９月５日（金）までに、電

話または直接、平公民館･女性未来館ピュアへ。

■その他　託児あります。事前にお申し込みください。

■問い合わせ　平公民館・女性未来館ピュア

　　　℡・有線２２－０６９４

野菜作りからはじめる漬物教室「野沢菜漬け」
　伝統食である漬物は、毎日の食事に欠かせない食べ物です。最近はお店で簡単に購入できるため、各家庭で漬物を

作ることが減っています。今回の教室では野菜作りから始め、収穫した野菜で漬物作りを体験します。家庭の味の素

晴らしさと漬物作りの楽しさを一緒に学んでみませんか。

■開催時期　８月下旬～12月　※申し込み後に決定します。

■会場　常盤地区内の畑、常盤公民館　　　　■定員　先着15人

■内容　①土づくり、畝づくりなどの畑作り　②野菜の種まき　③野菜の栽培管理　④野菜の収穫　⑤漬物作り「野沢菜漬け」

■講師　ＪＡ大北営農技術員・生活指導員　　■費用　1,000円

■申し込み　８月22日（金）までに、電話または直接、常盤公民館へ。

■問い合わせ　常盤公民館　℡・有線２２－０３２１
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総合体育館

大町市制施行60周年・合併10年記念

第15回木崎湖カップカヌー大会
　カヌーをやったことがある皆さん、速さを競うだ

けでなく、カヌーを楽しむために大会に参加してみ

ませんか。アットホームな大会ですので、お気軽に

ご参加ください。参加無料です。

■期日　８月24日（日）

■開会式　午前９時　▽競技開始　午前９時30分

■会場　Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（木崎湖）

■対象　小学３年生以上で、カヌーを経験したこと

がある人

■種目　カヤックカヌーの部

▽第１レース　タイムレース

▽第２レース　｢木崎湖カップ」争奪自己申告タイム

レース　※小学生は100ｍ、中学生以上は

200ｍ（100ｍ折り返し）

■申し込み　８月18日（月）までに、電話または直接、

総合体育館へ。

■その他　参加者はスポーツ安全保険などに加入し

てください。艇は主催者側で用意します。

ピラティス教室

　ピラティスは、体のコア（体幹部）の深層部分の筋肉

を鍛えることができる数少ないエクササイズとして、

多くのアスリートや美意識の高い皆さんに認められて

います。美容と健康の面からも注目を浴びているピラ

ティスを体験してみませんか。

■日時　９月５日・12日・19日　金曜日　全３回　午

後７時～８時

■会場　総合体育館　小アリーナ

■対象・定員　18歳以上（高校生は除く）で、基本的に

３回全ての教室に参加できる人　先着40人

■講師　市川智恵さん（健康運動指導士）

■費用　900円（保険料ほか）

■持ち物　ヨガマット（持っている人）、タオル、飲み物

■申し込み　８月31日（日）までに、費用を添えて直接、

総合体育館へ。

水中運動教室

　水中運動は、陸上で運動するよりも足腰への負担が

少なく、少しの動作で大きな運動効果が期待できます。

水中運動で体力向上と健康な体づくりをしましょう。

■日時　９月５日・12日・19日・26日　金曜日

全４回　午後２時～３時

■会場　ゆーぷる木崎湖

■対象・定員　市内にお住まいの18歳以上の人

先着20人

■講師　川原幸子さん（市スポーツ推進委員、アクア

インストラクター）

■費用　3,000円（入場料、保険料ほか）

■持ち物　水着、スイミングキャップ、タオル、飲み物

■申し込み　８月31日（日）までに、費用を添えて直接、

総合体育館へ。

■問い合わせ　総合体育館

　　　℡・有線２２－８８５５
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生涯学習
総合体育館

第13回大北スポーツ競技会
　明るく楽しいスポーツ競技会です。スポーツを通

して、大北地区の皆さんで親睦を図りましょう。

■日時　９月21日（日）

▽開会式　午前８時　運動公園陸上競技場

※雨天の場合は総合体育館　大アリーナ

▽競技開始　午前９時30分

■種目　陸上競技、ソフトバレーボール、ラージボー

ル卓球、硬式ボール卓球、ソフトテニス、ゲー

トボール、マレットゴルフ、グラウンド・

ゴルフ、ソフトボール、剣道、ミニテニス

■参加資格

▽大北地区居住者で、各市町村内の人で構

成するチームまたは学校単位

▽参加は１選手１競技

▽年齢制限がある種目は、平成26年４月１

日現在の満年齢を適用

※大会要領は、総合体育館にあります。

■申し込み　８月25日（月）までに、総合体育館に

ある申込用紙に必要事項を記入の上、直接、

総合体育館へ。

■注意事項

▽ ゲートボール、マレットゴルフ、ソフト

ボールは、各競技連盟・協会の選出で参加

決定するため、オープン参加はできません。

▽スポーツ傷害保険に加入してください。

▽開会式に必ず出席してください。

大町市制施行60周年・合併10年記念

第64回大町市民登山「槍ヶ岳」

　山岳の美しさと自然に親しみ、楽しい登山をして、

地元北アルプスの素晴らしさを再確認しましょう！

■期日　９月５日（金）～７日（日）　※５日が雨天の場

合は中止

■行程

▽１日目　総合体育館前集合→中房温泉→燕山荘→大

天井ヒュッテ（泊）

▽２日目　大天井ヒュッテ→ヒュッテ西岳→槍ヶ岳山

荘（泊）

▽３日目　槍ヶ岳山荘→槍ヶ岳山頂→上高地→総合体

育館前着

■対象・定員　市内にお住まいか、通勤・通学してい

る中学生以上の人　先着30人　※定員に満

たない場合は、市外在住者も参加可。70歳

以上の人は、医師と相談の上、お申し込み

ください。

■費用　25,000円（宿泊代、保険料ほか）

■申し込み　８月22日（金）までに、直接、総合体育

館へ。

■事前打ち合わせ会　必ず出席してください。

▽日時　８月29日（金）　午後７時

▽会場　総合体育館　２階　会議室

▽持ち物　費用（25,000円）、筆記用具

■問い合わせ　総合体育館

　　　℡・有線２２－８８５５

昨年は針ノ木岳・
蓮華岳を縦走
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おおまち情報センター

ギャラリー・いーずら

ＩＴ講習　「ワード 作品づくりにチャレンジ講座」
「エクセルデータ活用にチャレンジ講座」
　おおまち情報センターでは、次の２講座を開催します。

お気軽にご参加ください。

■講座・日時

▽講座１「ワード　作品づくりにチャレンジ講座」

名刺やチラシなどを作ります。

８月20日（水）・21日（木）・22日（金）・27日（水）・

28日（木）、９月２日（火）・３日（水）・５日（金）・

９日（火）・11日（木）　全10回　午前10時～正午

▽講座２「エクセルデータ活用にチャレンジ講座」

名簿や住所録などを作ります。

８月19日（火）・20日（水）・22日（金）・26日（火）・

28日（木）、９月１日（月）・２日（火）・５日（金）・

９日（火）・11日（木）　全10回　午後1時30分～

３時30分

■対象・定員　市内にお住まいで、マウス操作、キーボー

ド操作による文字入力ができる人　各講座16人

※定員を超えた場合は抽選

■費用　1,500円（テキスト代）

■申し込み　８月14日（木）までに、直接、おおまち情報

センターへ。

■その他　おおまち情報センターのパソコンを基本的に使

用しますが、日頃使用しているご家庭のノートパ

ソコンを持参して講座を受けることも可能です。

　申し込みが８人に満たない場合は、講座を行

わない場合があります。

■会場・問い合わせ

おおまち情報センター　℡２１－３８００

信濃大町山岳フェスティバル 2014
三浦豪太と歩く鍬の峰トレッキング
　父・三浦雄一郎さんをサポートして、２度の

エベレスト登頂を経験した三浦豪太さんと歩く

楽しいトレッキングです。参加無料です。ぜひ

ご参加ください。

■日時　９月15日（月）　午前７時30分～午後

２時　※雨天中止

■行程　市役所集合7:30（乗用車乗り合い）→登

山道入口8:30（登山）→鍬の峰頂上（標

高1,623ｍ）→登山道入口13:00（昼食、

反省会）→市役所着・解散14:00

※登り約２時間、下り約１時間30分

■対象・定員　小学生以上の人　先着20人　

※小学生は保護者同伴

■引率者　地元登山ガイド

■持ち物　昼食、飲み物、雨具、登山靴

■申し込み　８月18日（月）から受け付けます。

電話または直接、信濃大町山岳フェ

スティバル実行委員会へ。

■問い合わせ　

信濃大町山岳フェスティバル実行委員会

（市役所観光課庶務管理係内）　℡ 市 内線562

教育委員会企画展（環境省共催）
「中部山岳国立公園指定80周年記念　国立公園写真展」
　国立公園の素晴らしさをより多くの皆さんに知ってもらうため、中部山岳国立公園指定80周年を記念し、

環境省職員のアクティブ・レンジャー（自然保護官補佐）が撮影した写真を展示します。上信越高原国立公園と

中部山岳国立公園の風景や動植物、国立公園管理のための活動などの写真です。入場無料です。大勢の皆さん

のお越しをお待ちしています。

■日時　８月５日（火）〜24日（日）　午前10時～午後６時　※展示中は休館日なし

■会場　ギャラリー・いーずら　展示室（いーずら大町特産館　２階）

■問い合わせ　生涯学習課生涯学習・青少年係　℡ 市 内線６２２
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生涯学習情報ステーション
社公民館

『新
しん

郷
ご う

１
い ち

号
ご う

古
こ

墳
ふ ん

』（市指定史跡）

　古墳は古代の有力者の墓で、市内に33基残され

ています。全国的に有名なものは前方後円墳です

が、市内の古墳は全て円形の円墳です。大きく分け

て、平地区山崎から大町地区三日町の東山山麓と山

頂、社地区松崎から宮本の東山山麓段丘上、平地区

小熊山山麓の３地域にあります。

　大町市の北部に位置する小熊山の麓には、10基

の古墳が分布しています。これらの大半は、石を丸

く積み上げる「積
つみ

石
いし

塚
づか

」と呼ばれる古墳です。積石塚

は、長野県内では長野市周辺に多く見られますが、

松本平では数が少なく、その代表が新郷１号古墳で

す。

　この古墳は、南北12ｍ、東西10ｍの楕円形の円

墳で、古墳時代後期から終末期にかけて建造された

ものと考えられます。中央には南側を入口とした高

さ1.5ｍ、長さ８ｍ、幅１～1.5ｍの少しいびつな

羽子板形の横穴石室があります。残念なことに天井

の石は取り除かれていますが、石室と副葬品が残さ

れていました。１人のための墓ではなく、家族墓と

呼ばれるもので、入口に積み上げた石を取り除くこ

とによって、追葬することが可能になっており、昭

和58年の発掘調査により、少なくとも３人の埋葬

が確認されています。

　積石塚は、高句麗からの渡来人が故郷と同じ方法

で造ったものともいわれる古墳です。

■問い合わせ

　文化財センター　℡・有線２３－４７６０

『月刊　　　　　　　　　　 』 　�

ストレッチ＆ヨガで体すっきり講座
　初心者向けのストレッチ・ヨガ・リズム体操を

組み合わせ、簡単な有酸素運動で体を動かし、日

頃の運動不足やメタボを解消しませんか。参加無

料です。

■日時　９月11日～10月16日　毎週木曜日　全

６回　午前10時～11時30分

■会場　社公民館

■対象・定員　市内にお住まいで、おおむね40

歳以上の人　先着30人

■講師　太田陽子さん（市スポーツ推進委員、ダ

イエット＆トータルヘルスアドバイザー）

■持ち物　ヨガマット（バスタオルでも可）、ス

ポーツタオル、飲み物　※運動ができ

る服装でご参加ください。

■申し込み　９月１日（月）までに、電話で社公民

館へ。

■問い合わせ

社公民館　℡・有線２２－０３７８

平成26年度
長野県生涯学習推進センター「移動講座」
　長野県生涯学習推進センターでは、より多くの

県民が参加できるようにセンター以外を会場とし

て「移動講座」を開催しています。

　本年度は、大町市を会場に、子育て世代向けの

メディア対策を含めた家庭教育講座を行います。

申し込み不要、参加無料です。大勢の皆さんのご

参加をお待ちしています。

■日時　９月６日（土）　午後１時10分～４時10分

■会場　市役所東庁舎　２階　東大会議室

■演題　「スマホ・タブレット端末と今時の子ど

もたち」

■講師　松島恒志さん（佐久市教育委員会主幹指

導主事）

■その他　託児あります。９月１日（月）までに、

電話で生涯学習課生涯学習・青少年係へ。

■問い合わせ　

生涯学習課生涯学習・青少年係

℡ 市 内線６２１

大町市の文化財
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市 ＝市役所 TEL・有線 22-0420 ／ FAX23-4304

募
集

市
営
住
宅
入
居
者

■
募
集
す
る
住
宅

大
原
　
＝
２
戸（
２
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

中
原
　
＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

大
新
田
＝
１
戸（
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

借
馬
　
＝
２
戸（
２
Ｋ
Ｂ
・
３
Ｄ
Ｋ
Ｂ
）

明
野
　
＝
２
戸（
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
Ｙ
）

９
月
１
日（
月
）か
ら
入
居
で
き
ま
す
。

※
Ｌ
＝
居
間
、
Ｋ
＝
台
所
、
Ｄ
Ｋ
＝
台

所
兼
食
事
室
、
Ｂ
＝
浴
槽
な
し
浴
室
、

Ｙ
＝
浴
槽
付
き
浴
室

■
入
居
の
条
件
　
市
内
に
住
ん
で
い
る

か
勤
め
て
い
る
人
で
、
単
身
世
帯
ま
た

は
同
居
す
る
親
族
が
あ
り
、
所
得
が
一

定
額
以
内
な
ど
の
基
準
に
合
う
人

▽
そ
の
他
　
犬
、
猫
な
ど
ペ
ッ
ト
の
飼

育
は
禁
止
で
す
。

■
申
し
込
み
　
８
月
15
日（
金
）ま
で
に
、

直
接
、
建
設
課
建
築
住
宅
係
へ
。
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
の
上
、
決
定

し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
建
築
住
宅
係

℡
市
内
線
６
９
４
・
６
９
５

大
町
市
文
化
祭（
大
町
会
場
）

「
出
展
作
品
」「
広
場
出
店
」

「
広
場
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

　「
大
町
市
文
化
祭
」を
11
月
１
日（
土
）～

３
日
（
月
）
ま
で
、
大
町
公
民
館
（
文
化

会
館
）
で
開
催
し
ま
す
。
大
町
公
民
館

で
は
、
文
化
祭
の
作
品
展
へ
の
出
品
、

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
な
ど
の
出
店
、
文

化
会
館
前
広
場
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
皆
さ
ん
を
募
集
し

ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
創
作
活
動
の
成
果

を
発
表
す
る
機
会
と
し
て
、
ぜ
ひ
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
作
品
展
　
絵
画
、
手
芸
、
工
芸
、
書

な
ど

■
出
店
　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
物
産

販
売
な
ど

■
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
　
歌
、
ダ
ン
ス
、

マ
ジ
ッ
ク
な
ど

■
申
し
込
み
　
８
月
24
日（
日
）ま
で
に
、

大
町
公
民
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
、
大
町
公
民

館
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
大
町
公
民
館
（
文
化

会
館
）　
℡
・
有
線
２
２
・
９
９
８
８

大
町
市
民
芸
術
祭
出
演
者

　
文
化
会
館
で
は
、
11
月
に
開
催
す
る

「
大
町
市
民
芸
術
祭
」に
出
演
し
て
い
た

だ
け
る
皆
さ
ん
を
募
集
し
ま
す
。

　
市
民
芸
術
祭
は
、
踊
り
や
演
奏
な
ど

市
民
の
皆
さ
ん
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
場

で
す
。
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格
　
大
町
市
民
で
構
成
し
て

い
る
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
個
人
　
※
グ

ル
ー
プ
の
場
合
は
、
大
町
市
を
拠
点
と

し
て
活
動
し
、
構
成
員
の
60
％
以
上
が

大
町
市
民
で
あ
る
こ
と

■
内
容
　
文
化
会
館
の
ス
テ
ー
ジ
を

使
っ
て
発
表
し
た
い
グ
ル
ー
プ
ま
た
は

個
人
に
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
発
表
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

■
演
目
と
日
程
　
い
ず
れ
も
予
定

▽
ジ
ャ
ン
ル
１【
市
民
の
芸
能
】

11
月
２
日（
日
）

▽
ジ
ャ
ン
ル
２【
日
本
舞
踊
・
謡
曲
】

11
月
２
日（
日
）

▽
ジ
ャ
ン
ル
３【
洋
舞
】

11
月
23
日（
日
）

▽
ジ
ャ
ン
ル
４【
器
楽
・
合
唱
】

11
月
16
日（
日
）

▽
ジ
ャ
ン
ル
５【
バ
ン
ド
・
電
気
楽
器
】

11
月
２
日（
日
）

■
申
し
込
み
　
８
月
22
日（
金
）ま
で
に
、

文
化
会
館
に
あ
る
申
込
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
直
接
、
文
化
会
館
へ
。

申
込
用
紙
は
、
文
化
会
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
も
入
手
で
き
ま
す
。

h
ttp

://w
w

w
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ity
.o

m
a

c
h

i.

n
agan

o
.jp

/b
u
n
ka/

■
問
い
合
わ
せ
　
文
化
会
館
　
℡
・
有

線
２
２
・
９
９
８
８

大原団地
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２
０
１
５
大
糸
線
カ
レ
ン
ダ
ー

掲
載
用
写
真

　
大
糸
線
沿
線
市
町
村
と
関
係
団
体
で

構
成
す
る
「
大
糸
線
利
用
促
進
輸
送
強

化
期
成
同
盟
会
」で
は
、「
２
０
１
５（
平

成
27
年
）大
糸
線
カ
レ
ン
ダ
ー
」を
作
成

す
る
た
め
、大
糸
線
沿
線
８
市
町
村（
松

本
市
・
安
曇
野
市
・
松
川
村
・
池
田
町
・

大
町
市
・
白
馬
村
・
小
谷
村
・
糸
魚
川
市
）

の
四
季
折
々
の
風
景
写
真
を
募
集
し
ま

す
。

　
採
用
し
た
人
に
は
、
完
成
し
た
カ
レ

ン
ダ
ー
と
総
額
８
０
０
０
円
相
当
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
お
送
り
し
ま
す
。

■
募
集
期
限
　
９
月
30
日（
火
）

※
Ｅ
メ
ー
ル
で
提
出
の
場
合
は
午
後
５

時
ま
で
の
送
信
分
、
郵
送
の
場
合
は
当

日
消
印
有
効
で
す
。（
い
ず
れ
も
写
真

デ
ー
タ
で
提
出
）

■
そ
の
他
　
写
真
の
規
格
や
注
意
事
項

な
ど
を
記
載
し
た
募
集
要
領
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
大
糸

線
利
用
促
進
輸
送
強
化
期
成
同
盟
会
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
大
町
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
お
知
ら
せ
→
２
０
１

５（
平
成
27
年
）大
糸
線
カ
レ
ン
ダ
ー
掲

載
写
真
を
募
集
し
ま
す
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お
知
ら
せ

大
町
・
美
麻
地
区

お
盆
の
ご
み
収
集
に
ご
注
意
を
！

　
大
町
・
美
麻
地
区
の「
燃
え
る
ご
み
」

は
、
毎
週
火
・
金
曜
日
に
収
集
を
行
っ

て
い
ま
す
が
、
８
月
15
日（
金
）は
収
集

を
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
ご
み
を
出
さ
な

い
で
く
だ
さ
い
。

　
平
・
常
盤
・
社
地
区
は
通
常
ど
お
り

収
集
を
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
　
℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

お
盆
の
し
尿
く
み
取
り
休
業
日

　
お
盆
の
し
尿
く
み
取
り
は
、
８
月
13

日（
水
）～
17
日（
日
）ま
で
休
業
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

▽
生
活
環
境
課
環
境
衛
生
係

℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

▽
㈲
山
田
商
会

℡
２
２
・
１
８
０
６

※
各
市
町
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
大
糸
線
利
用
促
進
輸

送
強
化
期
成
同
盟
会
（
情
報
交
通
課
交

通
政
策
係
内
）　
℡
８
５
・
０
０
７
０

お
盆
に
市
霊
園
に
お
越
し
の

皆
さ
ん
へ

　
お
盆
期
間
中
は
毎
年
、
霊
園
内
が
混

み
合
い
ま
す
。
特
に
16
日（
土
）の
午
前

中
は
、
非
常
に
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
ま
す
。
駐
車
場
の
台
数
に
限
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
時
間
を
ず
ら
す
な
ど

し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。
路
上
駐
車
は
、

他
の
通
行
者
に
大
変
迷
惑
が
掛
か
り
ま

す
の
で
、
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
車
で
来
る
場
合
は
、
松
崎
側
か
ら
入

ら
ず
に
、
山
岳
博
物
館
側
か
ら
お
越
し

く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
活
環
境
課
環
境
衛

生
係
　
℡
市
内
線
４
６
１
・
４
６
２

大
町
市
民
特
別
企
画

「
関
電
ト
ン
ネ
ル
破
砕
帯

 

見
学
ツ
ア
ー
」の
内
容
変
更

　「
広
報
お
お
ま
ち
７
月
号
」の
８
～
９

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た
「
関
電
ト
ン
ネ
ル

破
砕
帯
見
学
ツ
ア
ー
」
の
内
容
を
一
部

変
更
し
ま
す
。
大
町
市
民
に
限
り
、
ツ

ア
ー
中
に
ご
乗
車
い
た
だ
く
ト
ロ
リ
ー

バ
ス
運
賃
は
無
料
と
し
、
そ
れ
に
伴
い
、

集
合
時
間
・
場
所
も
変
更
し
ま
す
。
変

更
し
た
部
分
は
次
の
と
お
り
で
す
。
よ

り
お
得
に
な
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
、

奮
っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

変
更
前

■
日
時
　
９
月
20
日（
土
）　
午
後
５
時

15
分
～
６
時
45
分

■
集
合
時
間
・
場
所
　
午
後
５
時
５
分

黒
部
ダ
ム
駅
待
合
室
内
案
内
カ
ウ
ン

タ
ー
前

■
費
用
　
無
料
　
※
た
だ
し
、
集
合
場

所
（
黒
部
ダ
ム
駅
）
ま
で
の
交
通
費
と

ツ
ア
ー
中
に
ご
乗
車
い
た
だ
く
黒
部

ダ
ム
駅
→
扇
沢
駅
の
ト
ロ
リ
ー
バ
ス

運
賃
（
大
人
片
道
１
５
４
０
円
・
往
復

２
５
７
０
円
、子
ど
も
片
道
７
７
０
円
・

往
復
１
２
９
０
円
）が
必
要
で
す
。

変
更
後

■
日
時
　
９
月
20
日（
土
）　
午
後
３
時

30
分
～
６
時
45
分

■
集
合
時
間
・
場
所
　
午
後
３
時
30
分
～

３
時
45
分
　
扇
沢
駅
　（
午
後
４
時
発

の
ト
ロ
リ
ー
バ
ス
に
乗
車
）

■
費
用
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ

▽
く
ろ
よ
ん
50
周
年
記
念
事
業
実
行
委

員
会
　
℡
２
３
・
５
９
６
４
（
Ｇ
Ｏ
く

ろ
よ
ん
）

▽
大
町
市
観
光
協
会
　
℡
２
２
・
０
１

９
０

黒部ダム
マスコットキャラクター

くろにょん
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け
て
い
ま
す
。
会
議
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

な
ど
、特
別
な
理
由
で
あ
ら
か
じ
め
会
場

を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
８

月
18
日（
月
）ま
で
に
、電
話
ま
た
は
直
接
、

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習･

青
少
年
係
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
生
涯
学

習･

青
少
年
係
　
℡
市
内
線
６
２
２

体
育
施
設
定
期
利
用
者

第
２
回
調
整
会
議

　
体
育
施
設
の
本
年
度
２
回
目
の
調
整

会
議
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
10
日（
水
）　
午
後
６
時
30
分

■
会
場
　
総
合
体
育
館
　
小
ア
リ
ー
ナ

■
利
用
調
整
期
間
　
11
月
～
平
成
27
年

４
月
分

■
対
象
団
体
　「
ス
ポ
ー
ツ
開
放
団
体
」

に
登
録
し
て
あ
り
、毎
週
決
ま
っ
た
時

間
に
体
育
施
設
を
利
用
し
た
い
団
体

ス
ポ
ー
ツ
開
放
団
体
に
登
録
し
ま
し
ょ
う

　
市
や
市
内
小
・
中
学
校
の
体
育
施
設

を
利
用
し
て
定
期
的
に
活
動
し
た
い
団

体
は「
ス
ポ
ー
ツ
開
放
団
体
」に
登
録
し

て
く
だ
さ
い
。

■
登
録
で
き
る
団
体
の
条
件

▽
登
録
構
成
員
が
10
人
以
上
で
、
か
つ
、

市
内
在
住
者（
通
勤
・
通
学
者
を
含
む
）

が
、
半
数
以
上
で
あ
る
団
体

▽
他
の
団
体
と
構
成
員
が
重
複
し
て
い

な
い
団
体

大
町
公
民
館
施
設
利
用
調
整
会
議

　
大
町
公
民
館
の
平
成
26
年
度
下
半
期

分
の
利
用
調
整
会
議
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
12
日（
火
）　
午
後
６
時
30
分

■
会
場
　
サ
ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町
　
１

階
　
研
修
室

■
利
用
調
整
期
間
　
10
月
～
平
成
27
年
３
月

■
対
象
団
体

▽「
社
会
教
育
施
設
利
用
登
録
団
体
」で
、

定
期
的
に
大
町
公
民
館
・
文
化
会
館（
サ

ン
・
ア
ル
プ
ス
大
町
を
含
む
）、
フ
レ

ン
ド
・
プ
ラ
ザ
大
町
を
利
用
す
る
団
体

▽
大
規
模
な
集
会
な
ど
で
、
大
町
公
民

館
施
設
を
使
用
日
の
前
の
月
よ
り
早
い

時
期
に
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
団
体

■
問
い
合
わ
せ
　
大
町
公
民
館
・
文
化

会
館
　
℡
・
有
線
２
２
・
９
９
８
８

大
町
公
民
館
分
室
利
用
調
整
会
議

　
大
町
公
民
館
分
室
の
平
成
26
年
度
下

半
期
分
の
利
用
調
整
会
議
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
25
日（
月
）　
午
後
７
時

■
会
場
　
大
町
公
民
館
分
室
　
２
階
　
講
堂

■
利
用
調
整
期
間
　
10
月
～
平
成
27
年
３
月

■
対
象
団
体

▽
週
の
う
ち
、
曜
日
を
決
め
て
定
期
的

に
活
動
し
て
い
る
団
体

▽
月
に
何
回
か
、
日
時
を
決
め
て
活
動

し
て
い
る
団
体

■
そ
の
他
　
事
前
申
し
込
み
を
受
け
付

■
登
録
の
申
し
込
み
　
総
合
体
育
館
に

あ
る
登
録
申
請
書
と
会
員
名
簿
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
、
総
合
体
育

館
へ
。
第
２
回
調
整
会
議
に
出
席
す
る

場
合
は
、
８
月
31
日（
日
）ま
で
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
総
合
体
育
館

℡
・
有
線
２
２
・
８
８
５
５

中
学
生
以
下
は「
長
野
県
民
交
通

災
害
共
済
」に
加
入
し
て
い
ま
す

交
通
事
故
に
遭
っ
た
ら
手
続
き
を

　
大
町
市
に
お
住
ま
い
の
中
学
生
以
下

の
お
子
さ
ん
は
、平
成
26
年
４
月
１
日
か

ら
１
年
間
、
市
が
会
費
を
納
入（
公
費
負

担
）し
、
全
員
が
長
野
県
民
交
通
災
害
共

済
に
加
入
し
て
い
ま
す
。
４
月
以
降
に

生
ま
れ
た
人
は
出
生
日
か
ら
、
転
入
し

た
人
は
転
入
日
か
ら
加
入
し
て
い
ま
す
。

　
お
子
さ
ん
の
会
員
証
は
、
団
体
扱
い

の
た
め
各
人
に
発
行
さ
れ
ず
、
市
で
保

管
し
て
い
ま
す
。

　
万
一
、
お
子
さ
ん
が
交
通
事
故
に

遭
っ
た
場
合
は
、
市
民
課
消
費
生
活
・

交
通
安
全
係
で
見
舞
金
請
求
手
続
き
を

し
て
く
だ
さ
い
。
入
院
・
通
院
合
わ
せ

て
２
日
以
上
が
見
舞
金
の
対
象
で
す
。

自
転
車
で
の
事
故
も
対
象
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
市
民
課
消
費
生
活
・

交
通
安
全
係
　
℡
市

内
線
４
６
３
・

４
６
４

《広告》
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認
知
症
介
護
者
の
会

　
市
で
は
、認
知
症
の
人
を
介
護
し
て
い

る
皆
さ
ん
の
交
流
や
、自
身
の
心
身
の
健

康
に
つ
い
て
学
ぶ
場
と
し
て「
認
知
症
介

護
者
の
会
」を
開
催
し
ま
す
。
申
し
込
み

不
要
、参
加
無
料
で
す
。
介
護
者
の
皆
さ

ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
28
日（
木
）　
午
後
１
時

30
分
～
３
時
30
分

■
会
場
　
市
役
所
東
庁
舎
　
２
階
　
中

会
議
室

■
内
容
　
座
談
会
「
認
知
症
の
理
解
と

介
護
～
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り
の

家
・
小
野
澤
管
理
者
を
囲
ん
で
〜
」

■
そ
の
他
　
本
年
度
は
、
お
お
む
ね
２

カ
月
に
１
回
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
参
加
し
た
人
に
は
、
今
後
は
教
室

開
催
の
都
度
、通
知
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
福
祉
課
内
）　
℡
市

内

線
４
１
７

大
町
市
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

　
市
で
は
、
認
知
症
へ
の
理
解
を
深
め
、

認
知
症
の
人
や
家
族
を
応
援
し
、
そ
の

人
ら
し
く
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
、
認

知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
開
催
し

ま
す
。
参
加
無
料
で
す
。

■
日
時
　
９
月
３
日（
水
）・
18
日（
木
）・

26
日
（
金
）　
全
３
回
　
午
後
３
時
30

分
～
５
時

■
会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
ひ
だ
ま
り
の
家

■
定
員
　
先
着
20
人

■
申
し
込
み
　
電
話
ま
た
は
直
接
、
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
市
役
所
福
祉
課
内
）　
℡
市

内

線
４
１
７

人
権
を
考
え
る
市
民
の
集
い

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人
一
人

が
人
権
問
題
を
自
分
自
身
の
問
題
と
し

て
捉
え
、
互
い
の
人
権
を
尊
重
す
る
意

識
を
高
め
る
た
め
、
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。
今
回
は
、
外
国
か
ら
日
本
に
来

て
生
活
し
て
い
る
人
の
お
話
で
す
。
申

し
込
み
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。

■
日
時
　
８
月
22
日（
金
）　
午
前
10
時
～

11
時
40
分

■
会
場
　
八
坂
中
学
校
　
体
育
館

■
内
容

▽
八
坂
小
学
校
・
八
坂
中
学
校
児
童
生

徒
意
見
発
表

▽
講
演
会

【
演
題
】日
本
で
生
活
し
て

【
講
師
】小
山
ア
デ
さ
ん（
松
本
市
在
住
）

■
そ
の
他
　
託
児
あ
り
ま
す
。
８
月
15

日
（
金
）
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、

生
涯
学
習
課
人
権
教
育
担
当
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
生
涯
学
習
課
人
権
教

育
担
当
　
℡
市
内
線
６
２
３

伐
採
木
を
無
償
提
供
し
ま
す

　
市
で
は
、
駐
車
場
整
備
の
際
に
発
生

し
た
伐
採
木
（
シ
ラ
カ
バ
、
ハ
ン
ノ
キ

な
ど
）
を
、
資
源
の
有
効
活
用
と
処
理

経
費
の
節
減
を
図
る
た
め
、
無
償
提
供

し
ま
す
。
注
意
事
項
を
順
守
の
上
、
提

供
場
所
に
集
積
し
て
あ
る
伐
採
木
を
ご

自
由
に
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。
申
し

込
み
不
要
で
す
。

■
日
時
　
８
月
30
日（
土
）・
31
日（
日
）

午
前
10
時
～
正
午

■
提
供
場
所
　
市
営
扇
沢
第
２
駐
車
場

（
新
設
）　
※
大
町
ア
ル
ペ
ン
ラ
イ
ン
　

扇
沢
出
合（
扇
沢
橋
を
渡
っ
て
左
側
）

■
注
意
事
項

▽
自
家
消
費
目
的
に
限
り
ま
す
。

▽
作
業
に
伴
う
安
全
確
保
、
環
境
保
全

な
ど
は
自
己
責
任
で
。

▽
不
法
投
棄
は
法
令
に
よ
り
厳
し
く
罰

せ
ら
れ
ま
す
。

▽
提
供
は
随
時
。
な
く
な
り
次
第
終
了

し
ま
す
。

▽
伐
採
木
は
１
本
約
２
ｍ
で
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
観
光
課
庶
務
管
理
係

℡
市
内
線
５
６
１

大
町
市
こ
ん
に
ち
は

赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業

　
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
訪
問
事
業
は
、

育
児
を
し
て
い
る
保
護
者
の
孤
立
を
防

ぎ
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、

ま
た
、
赤
ち
ゃ
ん
が
健
や
か
に
成
長
で

き
る
よ
う
、
地
域
が
子
育
て
を
応
援
す

る
事
業
で
す
。
お
祝
い
の
気
持
ち
を
込

め
て
、
赤
ち
ゃ
ん
が
生
ま
れ
た
家
庭
を
、

お
住
ま
い
の
地
区
の
民
生
・
児
童
委
員

が
訪
問
し
ま
す
。
お
困
り
の
こ
と
が
あ

れ
ば
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
内
容

▽
出
生
後
お
お
む
ね
４
～
６
カ
月
ま
で

の
赤
ち
ゃ
ん
が
い
る
家
庭
を
、
お
住
ま

い
の
地
区
の
民
生
・
児
童
委
員
が
訪
問

し
ま
す
。

▽
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
子
育
て
支
援
情
報
を

持
っ
て
伺
い
ま
す
。

▽
保
護
者
の
子
育
て
に
関
す
る
お
話
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
の
家
庭
に
は
、
民
生
・
児
童
委

員
が
、
事
前
に
電
話
で
ご
都
合
を
伺
い

ま
す
。

※
民
生
・
児
童
委
員
は
、
厚
生
労
働
大

臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
市
民
の
立
場

に
立
っ
た
見
守
り
活
動
、
相
談
、
情
報

提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
支
援
課
子
育

て
支
援
係
　
℡
市
内
線
６
８
１
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■
そ
の
他
　
集
合
場
所
な
ど
詳
細
は
、

後
日
通
知
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連

合
施
設
整
備
推
進
係
　
℡
２
６
・
３
５

４
５普

通
救
命
講
習
会

大
切
な
人
の
た
め
に
救
命
手
当
を
覚
え
よ
う

　
も
し
も
大
切
な
人
が
突
然
倒
れ
て
し

ま
っ
た
ら
、
近
く
に
い
る
あ
な
た
に
し

か
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
心
肺
蘇
生
法
な
ど
の
救
命
手
当
で

す
。
救
命
手
当
と
は
、
大
切
な
人
の
命

を
守
る
技
術
の
こ
と
で
、
９
月
９
日
の

「
救
急
の
日
」は
、
救
命
手
当
の
重
要
性

を
認
識
し
て
い
た
だ
く
日
で
す
。

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
で
は
、

「
救
急
の
日
」に
合
わ
せ
、
普
通
救
命
講

習
会
を
行
い
ま
す
。
心
肺
蘇
生
法
や
Ａ

Ｅ
Ｄ（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）の
適
切

な
使
用
方
法
な
ど
、
救
命
手
当
に
つ
い

て
詳
し
く
講
習
し
ま
す
。

　
突
然
倒
れ
て
し
ま
っ
た
人
の
命
を
救

う
た
め
に
は
、〝
そ
の
場
所
に
居
合
わ

せ
た
人
〟
の
救
命
手
当
が
必
要
不
可
欠

で
あ
る
と
、
医
学
的
に
も
証
明
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
命
を
守
る
技
術

を
習
得
し
ま
せ
ん
か
。
参
加
無
料
で
す
。

大
勢
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

■
日
時
　
９
月
７
日（
日
）　
午
前
９
時
～

正
午

■
会
場
　
大
町
消
防
署
　
３
階
　
講
堂

■
定
員
　
先
着
30
人

■
申
し
込
み
　
８
月
１
日（
金
）か
ら
受

け
付
け
ま
す
。
電
話
ま
た
は
直
接
、
北

ア
ル
プ
ス
広
域
大
町
消
防
署
へ
。

■
そ
の
他
　
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証

を
交
付
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
大

町
消
防
署
　
℡
２
２
・
０
１
１
９

い
き
な
り
で
も
大
丈
夫
！

明
日
か
ら
経
理
が
で
き
る

経
理
入
門
セ
ミ
ナ
ー

　「
若
手
Ｏ
Ｌ
が
い
き
な
り
会
社
の
経

理
を
ま
か
さ
れ
る
」
の
著
者
・
林
忠た
だ

史し

さ
ん
が
講
義
す
る
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
経

理
の
仕
組
み
や
流
れ
な
ど
の
基
礎
を

じ
っ
く
り
と
学
べ
ま
す
。
受
講
無
料
で

す
。
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時
　
９
月
９
日（
火
）　
午
前
10
時
～

午
後
４
時

■
会
場
　
大
町
商
工
会
館
　
会
議
室

■
定
員
　
先
着
20
人

■
申
し
込
み
　
８
月
26
日（
火
）ま
で
に
、

大
町
商
工
会
議
所
に
あ
る
受
講
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
、
大

町
商
工
会
議
所
へ
。

■
問
い
合
わ
せ
　
大
町
商
工
会
議
所
　

℡
２
２
・
１
８
９
０

８
月
は「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」

　
本
年
度
の「
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
」推

進
標
語
は
「
子
や
孫
に
　
つ
な
げ
て
い

き
た
い
　
道
が
あ
る
」で
す
。

　
道
路
は
、
生
活
の
向
上
と
経
済
の
発

展
に
欠
か
せ
な
い
み
ん
な
の
財
産
で
す
。

譲
り
合
い
の
気
持
ち
で
利
用
す
る
と
と

も
に
、
ご
み
の
ポ
イ
捨
て
な
ど
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。
草
刈
り
、
ご
み
拾

い
な
ど
の
美
化
活
動
に
も
積
極
的
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
　
建
設
課
管
理
係

℡
市
内
線
６
７
２

ご
み
処
理
先
進
施
設
の

見
学
会

　
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
で
は
、
大
町

市
、
白
馬
村
、
小
谷
村
の
３
市
村
に
よ

る
ご
み
処
理
広
域
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

施
設
建
設
へ
の
理
解
を
よ
り
深
め
て
い

た
だ
く
た
め
、
昨
年
に
続
き
、
先
進
施

設
の
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

■
期
日
　
９
月
２
日(
火)

■
見
学
施
設

▽
名
称
　
飛
騨
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

▽
所
在
地
　
岐
阜
県
飛
騨
市

▽
完
成
　
平
成
25
年
３
月

▽
焼
却
方
式
　
ス
ト
ー
カ
式

▽
処
理
能
力
　
可
燃
ご
み
　
１
日
16
時

間
稼
働
で
25
ト
ン

■
行
程

小
谷
村
発
（
午
前
７
時
）
→
白
馬
村
発

（
７
時
30
分
）→
大
町
市
発（
８
時
）→
安

房
峠
道
路
→
飛
騨
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
着
（
午
後
１
時
）
→
見
学
（
１
時
間

30
分
）
→
飛
騨
市
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

発（
２
時
30
分
）→
富
山
Ｉ
Ｃ
→
糸
魚
川

Ｉ
Ｃ
→
小
谷
村
着（
６
時
30
分
）→
白
馬

村
着
（
７
時
）
→
大
町
市
着
・
解
散
（
７

時
30
分
）

■
費
用
　
２
０
０
円（
参
加
費
）

■
申
し
込
み
　
８
月
19
日(

火)

ま
で
に
、

電
話
で
北
ア
ル
プ
ス
広
域
連
合
施
設
整

備
推
進
係
へ
。
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情報ステーション
nformationI

自主番組　午後8：45
＊街角トピックス……………………… 12日（火）
「第36回大町やまびこまつり　当日の模様」
▷内容　市内中央通りでのいろいろな催しや、
皆さんが踊る「やまびこ音頭」「やまびこサンバ」
の様子をお伝えします。

＊きらり★大町人……………………… 16日（土）
「藤間流師範　藤間賀寿葉先生のご紹介」
▷内容　８月31日（日）の発表会を控え、日本舞
踊指導者となり50年以上の芸一筋の道のりをお
話しいただきます。稽古の様子もお伝えします。

＊街角トピックス……………………… 19日（火）
「2014信濃大町食とアートの廻廊」
▷内容　アートによるまちづくりで有名な北川フ
ラムさんをアドバイザーに迎え、８月９日（土）〜
24日（日）にわたり行われるビッグイベント。大町
の自然が芸術と化す様子をお伝えします。

お知らせ
　有線放送では、子どもたちの夏休みに合わせて、「帰
宅放送」「小学生作文コンクールの作品紹介」をお送り
します。夏休み期間中、ご家族でお楽しみください。

■問い合わせ
　大町市有線放送　℡・有線２２－１２９７

■
会
場
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
そ
の
他
　
相
談
の
際
に
は
、
相
談
に

関
す
る
資
料
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
相

談
は
先
着
順
で
行
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
　
大
町
調
停
協
会
（
大

町
簡
易
裁
判
所
内
）　
℡
６
２
・
５
５

７
４（
担
当

：

荒
井
）

家
庭
で
も
電
気
の
安
全
点
検
を
！

８
月
は「
電
気
使
用
安
全
月
間
」

　
高
温
多
湿
の
夏
場
は
、
１
年
の
う
ち

で
感
電
や
電
気
事
故
の
最
も
多
い
季
節

で
す
。
こ
の
た
め
経
済
産
業
省
で
は
、

８
月
を「
電
気
使
用
安
全
月
間
」と
し
て
、

裁
判
所
の
調
停
委
員
に
よ
る

無
料
調
停
相
談
会

　
大
町
調
停
協
会
で
は
、
無
料
調
停
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
夫
婦
関
係
・
扶

養
・
相
続
な
ど
の
家
庭
内
や
親
族
間
の

も
め
事
、
土
地
建
物
・
借
入
債
務
・
交

通
事
故
な
ど
の
民
事
上
の
も
め
事
で
お

困
り
の
人
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
裁
判

所
の
調
停
委
員
が
、
調
停
で
解
決
す
る

手
続
き
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
り
ま
す
。
申
し
込
み
不
要
、
相

談
無
料
で
す
。

■
日
時
　
９
月
５
日（
金
）　
午
前
10
時
～

午
後
４
時

全
国
一
斉
に
電
気
使
用
時
の
安
全
を
呼

び
掛
け
て
い
ま
す
。

■
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

▽
傷
ん
だ
電
線
・
コ
ー
ド
を
使
っ
て
い

ま
せ
ん
か
？

▽
漏
電
遮
断
器
は
取
り
付
け
て
あ
り
ま

す
か
？

▽
一
つ
の
コ
ン
セ
ン
ト
か
ら
た
く
さ
ん

の
電
気
を
使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

▽
洗
濯
機
・
電
子
レ
ン
ジ
な
ど
電
化
製

品
に
ア
ー
ス（
設
地
線
）は
取
り
付
け
て

あ
り
ま
す
か
？

■
問
い
合
わ
せ
　（
一
財
）中
部
電
気
保

安
協
会
大
町
営
業
所
　
℡
２
３
・
２
０

１
２

市議会８月臨時議会
録画放送

＊本会議………… ５日（午後８時）、６日（午前９時）

きらり特番
毎日放送　午前9:00、午後1:00、午後8:00

＊音楽会（南小学校）…………………… １日〜 ７日
＊音楽会（八坂小学校）………………… １日〜 ８日
＊市民スポーツ祭（ソフトボール・サッカー）……
　……………………………………… ４日〜15日
＊信濃大町若一王子祭り…………… 11日〜22日
＊長野県ご当地対決！飲み物編…… 18日〜29日
＊大町やまびこまつり………… 25日〜９月５日
＊諏訪湖花火大会………………… 26・28・30日
※放送予定を変更する場合があります。ご了承ください。

週刊情報番組　きらり☆ステーション
毎日放送（水曜日更新） 午前6:00、午前8:30、
正午、午後5：00、午後7：00、午後11：00

＊１週間の出来事ニュース、スポーツなど

◆番組表はテレビの番組表（ＥＰＧ）や市ホーム
ページでご覧ください。信濃毎日新聞の中信
版にも毎日掲載しています。

■加入申し込み・問い合わせ
　情報交通課ケーブルテレビ係　℡２１－３８０５

● ケーブルテレビ 8月の番組から ●

● 有線放送 8 月の番組から ●
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室 編
集

不用品交換コーナー
●譲ります
▷洋たんす（約５年前購入）��������� 無料
▷アルミサッシ（約１年使用、W110・H94㎝）��5,000円

●譲ってください
▷ビデオデッキ　

　交渉や受け渡しは、当事者双方の責任で行ってくださ
い。「広報おおまち」が届く前に交渉が成立することがあ
ります。ご了承ください。
　このコーナーでは、家庭で利用しなくなった生活用品
で、まだ十分利用できる不用品の再利用を目的に情報
提供しています。譲りたい物、譲ってほしい物があれば、
台帳に登録します。登録後は「広報おおまち」「市役所本
庁舎市民ホールのホワイトボード」「市ホームページ」でお
知らせします。家電リサイクル法の対象品、自動車、バ
イク、衣類（制服は除く）、食料品、危険物、動植物、法
令などで譲渡・販売が禁止されているものは対象外です。

■問い合わせ
　市民課消費生活・交通安全係　℡ 市 内線４６３

図書館だより
－新着図書－
(一般)
今ごはん、昔ごはん［料理］� 松井　今朝子／著
老いのこころ　加齢と成熟の発達心理学［心理学］
�������������� 佐藤　眞一／著
旅のスケッチ　トーベ・ヤンソン初期短編集［外国の小説］
����������� トーベ・ヤンソン／著
ひんやりさっぱり夏レシピ［料理］�� 村井　りんご／著
天の光［小説］���������� 葉室　麟／著
セブン［小説］��������� 乾　くるみ／著
水平線のぼくら　天使のジャンパー［小説］�� 仁木　英之／著

(子どもの本)
しゅくだいさかあがり［日本の読み物］�����
������������ 福田　岩緒／作・絵
ソフィーのやさいばたけ［外国の絵本］…………
���������� ゲルダ・ミューラー／作
ダーウィンが見たもの［伝記］���������
�ミック・マニング／作、ブリタ・グランストローム／作
わらうほし［日本の絵本］���� 荒井　良二／作
職員室の日曜日［日本の読み物］…………………
����� 村上　しいこ／作、田中　六大／絵
ちっちゃなトラックレッドくんとピンクちゃん

［日本の絵本］���� みやにし　たつや／作・絵

－貸出ベスト５（６月）－
(一般)
No.1　神様のカルテ３［小説］�� 夏川　草介／著
No.2　強く美しい体をつくる登山エクササイズ

［アウトドア］�������� 西田　育弘／監修
No.3　天下商人［小説］����  高任　和夫／著
No.4　舟を編む［小説］���  三浦　しをん／著
No.5　約束の海［小説］����  山崎　豊子／著

(子どもの本)
No.1　がまんのケーキ［日本の絵本］�����
��������� かがくい　ひろし／作・絵
No.2　よふかしにんじゃ［外国の絵本］����
� バーバラ・ダ・コスタ／文、エド・ヤング／絵
No.3　おばけとしょかん［外国の絵本］����
�������� デイヴィッド・メリング／作
No.4　おばけのもり［日本の絵本］������
���� 石津　ちひろ／作、長谷川　義史／絵
No.5　みんなのこびと［日本の絵本］�����
����������� なばた　としたか／作

－今月の推薦図書－

親子で作る！自然素材のかんたん
雑貨＆おもちゃ　光橋　翠／監修
　ドングリや葉っぱ、貝殻、石
などを使って、親子で一緒に工
作を楽しんでみませんか。「集め
て、作って、遊ぶ」、子どもの五
感を刺激するネイチャークラフトの決定版とい
える一冊です。外で遊んだ思い出が、かわいい
雑貨やおもちゃとしてよみがえります。

－催し－

おはなしの森���������������
������ 毎月第１土曜日　午前10時30分
おいで　えほんのおへや����������
�������� 毎月第２火曜日　午前11時
おりがみ教室������ 毎週日曜日　午後２時
■問い合わせ　大町図書館　℡・有線21－1616
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＊＊＊人の動き＊＊＊
総人口 29,397（－ 7） 転入   54

男 14,236（－ 1） 転出   60

女 15,161（－ 6） 出生   20

世帯数 11,830（－ 6） 死亡   21
※ 7 月 1 日現在、（　）内は前月比
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大
会
」

の
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に
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た
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車
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に
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、
猛
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ー
ド
で
コ
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に
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ん
で
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と
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と
思
い
き
や
、

次
の
よ
う
な
答
え
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自
転
車
の
場
合
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、

下
り
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で
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て
い
る
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ろ

や
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ー
ナ
リ
ン
グ
で
は
な
い
。
き
つ
い
上

り
坂
を
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手
た
ち
が
汗
や
涙
を
流
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苦
悶
に
満
ち
た
表
情
で
駆
け
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て
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く
、
こ
れ
が
自
転
車
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醐
味
。

一
番
の
見
ど
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ろ
で
、
選
手
の
実
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差
が

本
当
に
出
る
と
こ
ろ
な
ん
だ
よ
」。
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くらしの案内板8月

無料相談

社会保険・
年金・労働

9日（土）
9:30〜15:00

中心市街地
多目的ホール

商業労政係
☎市内線 542

結 婚
9日・23日

土曜日
13:00〜17:00

総合福祉
センター

農業委員会
☎市内線 641

結 婚
（要予約）

11日（月）
13:00〜15:00

大町商工会館
（九日町）

商工会議所
☎ 22-1890

法 律
（要予約）

12日（火）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

担当=宮澤明雄弁護士 （次回は9月9日　吉澤誠弁護士）

市民なんでも
相談（要予約）

22日（金）
13:00〜16:00

市民相談室
（市役所本庁舎 1階）

広聴広報係
☎市内線 403

行 政

27日（水）
9:00〜12:00

西第 1 会議室
（市役所西庁舎2階）

行政管理係
☎市内線 511

20日（水）
9:00〜12:00 八坂支所

27日（水）
9:00〜12:00 美麻支所

年 金 21日（木）
10:00〜15:00

総合福祉
センター

松本年金事務所
☎ 0263-32-5821

女 性

7日（木）
10:00〜15:00 子育て相談室

（市役所西庁舎2階）

男女共同参画・
人権政策担当
☎市内線 52521日（木）

9:00〜12:00

育 児
8日（金）

9:30〜11:00
中央保健
センター

中央保健
センター

☎ 23-4400
女性のからだ
（要予約）

交通事故 28日（木）
10:00〜15:00 大町合同庁舎

北安曇地方事務所
地域政策課
県民生活係

☎ 23-6502

心配ごと
11日・25日

月曜日
13:00〜16:00 総合福祉

センター
社会福祉協議会
☎ 22-1501

司法書士
11日・25日

月曜日
13:00〜15:00

人 権 21日（木）
10:00〜16:00

長野地方法務局
大町支局

長野地方法務局
大町支局

☎ 22-0379

有料相談（要予約）
法 律 19日・26日 火曜日 13:00〜16:00 大北福祉会館

予約申し込み=県弁護士会松本在住会（☎0263-35-8501）へ
料金 =1時間以内10,000円（税別）

休日緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。

■内科（市内）・外科（大北一円）　　　　    （9:00〜17:00）

  3日（日）
内 遠藤内科医院  （神栄町） ☎ 22-0031

外 狩谷整形外科医院（桜田町） ☎ 22-7788

10日（日）
内 松林医院　　  （大黒町） ☎ 22-5800

外 栗林医院　　  （上仲町） ☎ 22-0305

17日（日）
内 菊地クリニック  （上一） ☎ 21-2580

外 西森整形外科  （松川村） ☎ 61-1700

24日（日）
内 小野医院　  （堀六日町） ☎ 22-0047

外 石曽根医院　  （八日町） ☎ 22-0142

31日（日）
内 平林医院　　  （六九町） ☎ 22-2525

外 大町総合病院  （高見町） ☎ 22-0415

※14 日（木）・15日（金）は大町総合病院と安曇総合病院が、16 日（土）
は安曇総合病院が通常どおり診療します。それ以外の医療機関の診療は、
それぞれの医療機関に直接お問い合わせください。

歯科緊急当番医
変更する場合があります。確認の上、受診してください。（9:00〜12:00）

  3日（日） 宮下歯科医院　　  （上仲町） ☎ 22-0297

10日（日） 岡江歯科医院　　  （松川村） ☎ 62-9888

14日（木） 安曇総合病院歯科口腔外科（池田町） ☎ 61-1168

15日（金） 安曇総合病院歯科口腔外科（池田町） ☎ 61-1168

16日（土） 安曇総合病院歯科口腔外科（池田町） ☎ 61-1168

17日（日） 砂田歯科医院　　  （高見町） ☎ 22-0648

24日（日） 武田歯科医院　　  （白馬村） ☎ 72-8060

31日（日） 竹内歯科医院　　  （池田町） ☎ 62-2151

休日緊急当番薬局
変更する場合があります。確認の上、来店してください。 （9:00〜17:30）

  3日（日）

カネリキ山口薬局  （大黒町） ☎ 22-0184

タカミ薬局　　　  （下仲町） ☎ 22-0180

林薬局　　　　　  （仁科町） ☎ 22-0151

とをしや薬局大町常盤店 （上一） ☎ 26-3252

10日（日） 林薬局　　　　　  （仁科町） ☎ 22-0151

17日（日） 轟薬局　　　　　　  （上一） ☎ 21-1512

24日（日） れんげ薬局　　　  （高見町） ☎ 22-0125

31日（日） れんげ薬局　　　  （高見町） ☎ 22-0125

北アルプス平日夜間小児科・内科急病センター
診察日時 月〜土曜日　19:00 〜 21:00

休 診 日 3日㈰・10日㈰・13日㈬・14日㈭・15日㈮・16日㈯・17日㈰・24日㈰・31日㈰

受付時間 18:30〜20:45 ☎ 26-6199

診察場所 大町市大町 1601-2（文化会館南隣）
「フレンド・プラザ大町」内


